
39治療史52法医学史

40伝記53放射線医学史

41伝記(双)54本草学史・博物学史

42伝染病史・防疫史55麻酔学史

43東洋医学史56門人録

44内科史57薬学史

4 5 皮 膚 科 史 5 8 蘭 学 史

46泌尿器科史59リハビリテーシヨン関係史

47病院学60検査

48病跡史61その他

49病理学史62中国語文献

50風俗史63韓国語文献

51仏教医学史64欧文文献

今回は07，14，17，27，34，36，48，49，50，51，56，59，

63にあたる文献はありません。

医史学関係文献目録(五'音順） 寺
”
面

平成7年(1995)年

順天堂大学医史学研究室編

20産婦人科史

21歯学史

22史跡・記念碑

23疾病史

24耳鼻咽喉科史

25種痘史

26獣医学史

2 7 害 簡

28害誌学

29小児科史

30神経学史

31診断学史

32整形外科史

33精神医学史

34生物学史

35西洋医学史

36生化学史

37生理学史

38地方史

単行本

医学切手・書画

医学教育

医学用語

医師会・学会

医史学一般

医の倫理

医療器械

医療制度史・医療史

衛生・公衆衛生史

解剖学史

眼科史

看護史

寄生虫学史

教室史

軍陣医学史

形成外科史

外科史

細菌学史
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01単行本

朝日ホームドクター「医のふる里を訪ねる続日本の医史跡

20選」バイエル薬品

医学史研究会『医学史研究1995医学史研究会30周年記念号」

石山星夫「メンデ法医学小史(1819)」

岩田誠『ペールラシェーズの医学者』中山書店

大塚恭男「医学史こぼれ話』臨床情報センター

奥田暁子(編者）「女と男の時空日本女性史再考V閲ぎ合う



女と男一近代一」藤原書店

奇昌徳「増補韓国歯科医学史』

「研究紀要」編集委員会『衣の民族館・日本風俗史学会中部

支部研究紀要」衣の民俗館

小関恒雄『明治法医学編年資料断章」玄同社

埼玉県『埼玉県史料叢書2埼玉県史料二」

坂出祥伸(代表）「新出土資料による中国古代医学の研究一張

家山出土漢簡を中心に－』平成6年度科学研究費補助金一

般研究(B)研究成果報告書

神農五千年刊行委員会『神農五千年」斯文会

杉本つとむ「蘭学者肖像・遺呈・書簡集洋学篇第1巻」早

稲田大学図書館

全国保険医団体連合会「戦後開業医運動の歴史1945～1995」

労働旬報社

道修町文言保存会『道修町文言目録一近代編(下巻)－j道修

町文書保存会

中尾英雄「ルーツを訪ねて江戸の庖瘡医池田京水とその一

族」中尾英雄

中浜東一郎、中浜明(編）『中浜東一郎日記第五巻』冨山房

中原泉「ビドロー解剖アトラス」南山堂

西山茂夫監修／今泉孝、小野公義、小泉雄一郎、長門谷洋治、

藤岡彰著『皮膚科の病名由来ア・ラ・カルトⅡ」協和企画

通信

日本解剖学会百周年記念事業実行委員会、記念出版委員会、

教室史編集委員会『日本解剖学会100周年記念日本解剖学

会百年のあゆみ」日本解剖学会1995

日本解剖学会百周年記念事業実行委員会、記念出版委員会、

教室史編集委員会「日本解剖学会100周年記念教室史」日

本解剖学会

日本薬史学会編『日本医薬品産業史」薬事日報社

根占献一、伊藤博明、伊藤和行、加藤守通『イタリアルネッ

サンスの霊魂論」三元社

原三信(編)六代原三信藺方医三百年記念奨学会『日本で初め

て翻訳した解剖書』思文閣出版

福田眞人「結核の文化史一近代日本における病のイメージ

ー」名古屋大学出版会

三浦宏一郎『菌類認識史資料壱」萩庵

三重大学医学部記念誌発行専門委員会「三重大学医学部五十

年史」三重大学医学部創立50周年記念事業委員会

南博「近代庶民生活誌20病気・衛生』三一書房

安井広『ベルツの生涯近代医学導入の父』思文閣出版

山下政三『脚気の歴史ビタミンの発見」思文閣出版

吉益東洞顕彰碑建設会『吉益東洞顕彰記」

吉元昭治「今だから使える－不老長寿100の知恵道教養生訓

「食」「飲」「性」の碇とは」KKベストセラーズ

和歌山県立医科大学50周年記念事業実行委員会「和歌山県立

医科大学創立五十周年記念写真集」

（
ぬ
》
「
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｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和18年」正

木繁『メディカル朝日」24(2)91-93

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和19年」正

木繁『メディカル朝日j24(3)79-81

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和20年」正

木繁「メディカル朝日」24(4)87-89

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和21年」正

木繁『メディカル朝日』24(5)77-79

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和23年」正

木繁『メディカル朝日」24(6)77-79

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和25年」正

木繁「メディカル朝日』24(7)91-93

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和33年」正

木繁「メディカル朝日』24(8)95-97

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和34年」正

木繁『メディカル朝日」24(9)73-75

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和36年」正

木繁『メディカル朝日』24(10)81-83

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和42年」正

木繁『メディカル朝日」24(11)57-59

｢消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和48年」正

木繁『メディカル朝日』24(12)71-73

02医学切手・書画

「史料としてのオランダの「解剖学講義」の画(抄)」石田純

郎「日本医史学雑誌」41(2)296-297

「目で見るオランダの解剖学講義一オランダに現存する24校

の解剖学講義の画より－」石田純郎「洋学資料による日本

文化史の研究」(m)113-183

「メディカル・フィラテリー野口英世記念館」石原理年

「医證」(68)4017

「メディカル・フィラテリー第15回国際糖尿病会議」石原

理年『医謹」（68)4033

「メディカル・フィラテリー流し雛」石原理年「医證」

（68)4034

「メディカル・フィラテリー荻野吟子顕彰碑」石原理年

『医證』（69)4087

「メディカル・フイラテリー日本解剖学会百回総会」石原

理年『医證」（69)4052

「メディカル・フィラテリーわが国唯一「アスクレピオス

像｣」石原埋年「医證」（69)4067

「絵で見る医学史ヒポクラテスの外科」酒井シヅ『Pharma

Sandozj(4)17

「G･ビドローの楽譜(抄)」中原泉「日本医史学雑誌」41

(2)298-299

「消印は知っていた手紙が綴る庶民医療史一昭和14年」正

木繁『メディカル朝日」24(1)89-91
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03医学教育

「生涯教育における医史学」大村敏郎「医学教育』26(5)

327-328

「済生学舎廃校後の各種講習会及び私立束京医学校・私立日

本医学校(抄)」唐沢信安「日本医史学雑誌」41(2)230-231

「済生学舎廃校後の各種講習会及び私立東京医学校・私立日

本医学校」唐沢信安『日本医史学雑誌」41(1)41-74

「明治初期における医学教科書(抄)」衣笠昭I神奈川医学会

雑誌」22(2)370

「順天堂大学医学部の五十年史」酒井シヅ「茶崖記念特別

号」8－35

「第二次大戦後の医学教育変革について(抄)」酒井シヅ『日

本医史学雑誌」41(2)242-243

「医学教育における日本の心理学の再検討その歴史と現状と

課題」宮本直美「医学教育』26(5)351-352

｢第14回アジア労働衛生学会の印象」李卿「労働の科学』50

(5)338-342

06医史学一般

「医界雑録25-26長與專斎の｢衛生意見害｣」青柳精一「大

阪保険医雑誌」23(1-2)65,53

「医界雑録27-29医業を捨て開拓に命を捧げた関寛斎」青

柳精一『大阪保険医雑誌」23(4-6)49,61,51

「医界雑録30-31スラム街｢名護町｣に見る衛生事情」青柳

精一『大阪保険医雑誌」23(7-8)33,37

「医界雑録34-35医術開業試験と幻の｢医師規則｣案」青柳

精一『大阪保険医雑誌」23/24(12/1)44,41

「池田文書と侍医制度(抄)」遠藤正治『日本医史学雑誌』41

(2)236-237

「[医学史ミニ博物館］連載100回を迎えて」大村敏郎「医学

のあゆみ」171(4)269-270

「医学史と旅②知られざる著名人プラヴァーズの注射器と生

地の橋を訪ねて」大村敏郎『けんさ」24(3)31-41

「医学史と旅③ルイ・パストゥールの生地で見たもの」大村

敏郎『けんさ」25(1)27-37

「医学史と旅④ルイ14世と医療」大村敏郎『けんさ」25(2)

38-49

「医療と歴史との接点を求めて華岡青洲のこと」大村敏郎

『医薬の門」35(1)2-5

吟
寸
【
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04医学用語

「言葉の由来60男と女」岩月賢一『Johns｣11(2)232-234

05医師会・学会

「第7回国際手腕振動会議に参加して」二塚信「労働の科学」

50(11)753-756

「第11回日本医学会会誌について(抄)」渋谷鉱、渋谷幸男、

大場重信、谷津三雄『日本歯科医史学會々誌」21(1)19-20

陰
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｢医療と歴史との接点を求めてフランス革命頃の外科医た

ち」大村敏郎『医薬の門」35(2)78-81

｢医療と歴史との接点を求めて救急車の父ドミニク・ジャ

ン・ラレー」大村敏郎『医薬の門」35(3)210-213

｢医療と歴史との接点を求めてエドワード・ジェンナーと

日本の医学」大村敏郎「医薬の門」35(4)256-260

｢『漫遊雑記」にみる師法進展」小曽戸明子『啓迪」(13)

46－47

｢現代医学と伝統医学」酒井シヅ「伝承と医学」(12)20-22

｢現代医学の歴史的背景(承前)18世紀の医学」酒井シヅ『茶

崖」（78)5-8

｢現代医学の歴史的背景(承前)近代臨床医学の誕生」酒井シ

ヅ「茶崖」（80)5-8

｢忠臣蔵の医学」篠田達明「日本食品衛生学会70回学術講演

会講演要旨集」17-19

｢病院の年輪城西医療財団の歴史」関健「日本病院会雑誌」

42(10)1685-1692

｢世界の医療文化史近代療法の道程」宗田一「Pharma

Medicajl3(1,2"4)160-164,137-141,122-125

｢医道そぞろ歩き－医学史の視点から(1)人を愛するところ

に医学もある」二宮陸雄「Medicina｣32(4)824-825

｢医道そぞろ歩き－医学史の視点からガイ病院のブライトと

腎炎」二宮陸雄「Medicina｣32(8)1652-1653

｢医道そぞろ歩き－医学史の視点からガイ病院のアジソンと

副腎」二宮陸雄『Medicina｣32(9)1876-1877

｢日本の近代医学の夜明け(会議録)」藤田俊夫『オペナーシ

ング」10(4)366-368

｢有志共立という思想慈惠医大創立の思想」松田誠『東京

慈恵会医科大学雑誌jllO(2)297-312

的
的
函

08医療器械

「CAPD関連製品の開発の歴史とその将来」鈴木誠二、浅野

克之「在宅医療」2(2)40-47

09医療制度史・医療史

「オランダにおける近代医学システムの受容と日本への影

響」石田純郎「医学史研究j(66)157-161

「古代日本に於ける呪術医療の思想的基盤(抄)」稲垣直「H

本医史学雑誌』41(2)282-283

「歴史的背景をふまえて肺のDisabilityを考える(会議録)」

梅田博道『日本胸部疾患学会雑誌j33(増刊)63

「衛生制度の開拓者たち明治はじめ京都における政策をめ

くゞってコレラ流行」小野尚香『保健婦雑誌」51(2)

146-149

「診療報酬の政治経済学第一線医療の充実を掲げて保団連の

改善連動の歴史と到達点」河野和夫『月刊保団連」（478）

26-30

「変遷する医師の役割とインフォームド・コンセント歴史

的
寸
『
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的観点からの考察」酒井明夫「医学哲学医学倫理』(13)

123-131

｢板東俘虜収容所における健康保険組合(抄)」下総高次「日

本歯科医史学會々 誌」21(1)17-18

｢患者の心性および「よい患者」の歴史的考察(抄)」杉田暉

道『日本医史学雑誌』41(2)280-281

｢オキュペーショナル・セラピー(OT)の発展一米国と日本

の比較一(抄)」鈴木明子1日本医史学雑誌」41(2)310-311

｢ホスピスケアの歴史的起源とその根本思想ディァコニー運

動とその本質」中里巧「医学哲学医学倫理」(13)44-51

｢20世紀医療史①20世紀のはじまりポーア戦争」野村拓

『月刊保団連」(466)30-31

｢20世紀医療史②医療交響曲・新世界」野村拓『月刊保団

連』（468)34-35

｢20世紀医療史③乳児死亡とミルク」野村拓「月刊保団連」

（470)62-63

｢20世紀医療史④在宅・訪問看護」野村拓「月刊保団連」

(471)42-43

｢20世紀医療史⑤列強・それぞれの医療」野村拓「月刊保団

連」（475)36-37

｢20世紀医療史⑥膨張・効率・消耗」野村拓「月刊保団連」

（478)42-43

｢20冊紀医療史⑦第一次大戦前夜の生活と医療」野村拓『月

刊保団連」(479)50-51

｢20世紀医療史⑧総力戦と医療」野村拓『月刊保団連』

(481)70-71

｢20世紀医療史⑨戦争・女性・医療」野村拓「月刊保団連』

(482)40-41

｢20世紀医療史⑩往診はクルマで」野村拓『月刊保団連」

(483)50-51

｢20世紀医療史⑪1920年代の医療費一アメリカの場合」野村

拓『月刊保団連」（489)38-39

｢20世紀医療史⑫北国への視線」野村拓「月刊保団連」

（492)54-55

｢近代医療史医薬品の開発」原健二「地域医学」9(2)68-71

｢近代医療史大正時代の日本と世界の医療史」原健二『地

域医学」9(3)127-130

｢近代医療史癌遺伝子研究の系譜」原健二「地域医学」9

(4)258-261

｢近代医療史医科生理学の幕開け」原健二「地域医学』9

(6)399-402

｢近代医療史福沢諭吉の医療における役割」原健二「地域

医学」9(8)521-524

｢日本と欧米の医療文化史西洋医学への目覚め東京大学に

おけるドイツ医学教育の始まり」藤田俊夫「オペナーシン

グ」10(5)492-495

「日本と欧米の医療文化史n本におけるドイツ医学の萌芽

期各地方への波及と日本人学者の活躍」藤田俊夫「オペ

つ
守
言
）

、
画
刷



ナーシングjlO(6)602-605

旧本と欧米の医療文化史虫垂炎と虫垂切除術の歴史」藤

田俊夫「オペナーシング」10(8)796-799

｢働く人の病気(86)軽症高血圧一ライフスタイルの改善一」

野村茂『労働の科学』50(5)318-319

｢働く人の病気(87)職場不適応現象一その症侯群のこと－」

野村茂「労働の科学」50(6)406-407

｢働く人の病気(88)冑・十二指腸潰瘍－消化器の心身症一」

野村茂『労働の科学」50(7)474-475

｢働く人の病気(89)業務上傷病をめく､って－労働者の疾病

一」野村茂「労働の科学」50(8)524-525

｢働く人の病気(90)職業と悪性黒色腫－黒い皮膚がん－」野

村茂『労働の科学」50(9)582-583

｢働く人の病気(91)ポルフィリン症一鉛中毒など－」野村茂

「労働の科学」50(12)788-789

｢第2回国際労働衛生工学会に参加して」松村芳美『労働の

科学」50(4)232-235

｢続サテライト通信(60)米国女性の職場での死因の第1位は

殺人」三浦豊彦「労働の科学」50(1)54-55

｢続サテライト通信(61)サンマータイムはサマータイム」三

浦豊彦『労働の科学』50(2)92-93

｢続サテライト通信(62)凍傷治療に尿」三浦豊彦「労働の科

学」50(3)190-191

｢続サテライト通信(63)小説［ロンドン市の運命の日］

-TheDoomofLondon,1892」三浦豐彦「労働の科学』50

(4)252-253

｢続サテライト通信(64)阪神大震災は関東大震災を思い出さ

ｃ
の
函

10衛生・公衆衛生史

「黎明期の労働衛生史(122)･(123)「生糸」に生きた人びと

ヨコハマ開港③.④ハリス(中）．（下)」乾修然『労働衛生

ジャーナルj(224,228)6

「黎明期の労働衛生史(124)「生糸」に生きた人びとヨコハ

マ開港⑤外人居留地」乾修然『労働衛生ジャーナル』

イワqQ1R
、 臼uuノリ

「黎明期の労働衛生史(125)「生糸」に生きた人びとヨコハ

マ開港⑥生糸急伸」乾修然「労働衛生ジャーナル」（235)6

「メンタルヘルス職場の精神保健の歴史と展望」鈴木良雄

「逓信医学」47(5)275-280

「公衆衛生の歴史と基本理念」高野陽『公衆衛生」59(1)4-6

「働く人の病気(82)成人のアトピー－喘息・鼻炎・皮膚炎な

ど－」野村茂「労働の科学」50(1)42-43

「働く人の病気(83)高脂血症一動脈硬化の背景一」野村茂

「労働の科学」50(2)126-127

「働く人の病気(84)働く人々とがん－肺がんがふえた－」野

村茂『労働の科学」50(3)182-183

「働く人の病気(85)有機リン化合物一農薬中毒の問題一」野

村茂『労働の科学」50(4)230-231

Ｃ
の
【
）



較」山本長史、岸玲子、三宅浩次「日本公衆衛生雑誌」42

(8)559-568

｢世界最古の中国、未の時代のじん肺の記録とスペイン征服

下の南米ポトシ銀山のじん肺」吉野貞尚『労働の科学」50

(1)44-48

｢ソルジェニーツイン著「収容所群島」とソ連抑留日本人兵

士のじん肺の記録」吉野貞尚「労働の科学j50(7)453-456

｢帝政ロシアのじん肺とその他の国の状況」吉野貞尚『労働

の科学』50(10)692-695

｢マルクスおよびエンゲルスの人じん肺の記録」吉野貞尚

『労働の科学」50(4)258-261

せた」三浦豊彦『労働の科学」50(5)294-295

｢続サテライト通信(65)桐原葆見画伯」三浦豊彦『労働の科

学」50(6)388-391

｢続サテライト通信(66)大空襲下の炊き出し」三浦豊彦「労

働の科学j50(7)466-467

｢続サテライト通信(67)宗教弾圧350年に耐えた日蓮宗不受

不施派」三浦豊彦『労働の科学」50(8)524-525

｢続サテライト通信(68)松本サリン事件の被災状況」三浦豊

彦『労働の科学』50(9)574-575

｢続サテライト通信(69)オフィス環境と地震を考えたリス

ク・マネジメント」三浦豐彦「労働の科学」50(10)

b／1－，／b

｢続サテライト通信(70)電磁波と「がん｣」三浦豊彦「労働

の科学」50(11)724-725

｢続サテライ|､通信(71)ウォーナー伝説が消えた」三浦豊彦

「労働の科学」50(12)832-833

｢労働観私論(Ⅷ)－食べるために働き、働くために食べた時

代一」三浦豊彦『労働科学」71(2)63-80

｢労働観私論(Ⅸ)－聞き書き労働観(1)繊維産業労働者・鉱

山労働者一」三浦豐彦『労働科学」71(6)217-232

｢労働観私論(X)一聞き書き労働観(2)大工・石屋・林業労

働者一」三浦豐彦「労働科学」71(9)357-369

｢北海道根室釧路地域における一般住民へのエキノコックス

症教育エキノコックス症対策の歴史の長短による地域間比

（
［
申
一

11解剖学史

「アポプトーシスその研究の歴史と傾向(英文)」内山安男

「A1℃hivesofHistologyandCytology｣58(2)127-137

「解体新書とパレ解剖図(抄)」上潟口武、金子義郎、｜嶋村昭

辰「日本歯科医史学會々 誌」21(1)16-17

「名古屋市博物館所蔵の木骨について(抄)」蒲原宏『日本医

史学雑誌」41(2)272-273

「三浦梅園における獣胎解剖の視座(抄)」近藤均『日本医史

学雑誌」41(2)206-207

「[解体新書]」酒井シヅ『クリニシアン」42(437)2-6

「日本最初の西洋解剖害の翻訳レメリン解剖書の訳本と十七

世紀の關方外科」酒井シヅ『日本で初めて翻訳した解剖

『
、
Ｊ
も
Ｊ

Ｆ
ｏ
Ｇ



書」83-98

「日本における軟骨研究の歴史的回顧(英文)｣SuzukiFujio

「Journalo[BoIlleandMilleralMetabolis,11j13(1)32-33

｢明治期における発生学の教科書」谷村孝「解剖学雑誌」70

(3)278

｢精子の話その一その正体がわかるまで」永野俊雄「ミク

ロスピア」12(1)12-21

｢脳を固める。切る。染める－先人の知恵一第7回～第9回」

萬年甫「BrainMedical｣7(1-3)79-84,205-210,317-321

｢南化本『史記』幻雲附標に引かれる「存真環中図』につい

て(抄)」宮川浩也、真柳誠、小曽戸洋『日本医史学雑誌」

41(2)252-253

13看護史

「看護基礎教育プロセスにおける救急看護教育のあり方(1)

救急看護に関する歴史的考察」柘植尚了｡、他『日本看護学

教育学会誌」5(2)66-67

「｢看病用心抄」に見られる終末期看護」上野陽里『医学史

研究j(68)252-257

「日本看護史における「新撰看護学-附精神病看護学」の役

割」遠矢福子、細谷純子「福井県立大学看護短期大学部論

集」(2)19-27

「ブラジルの看護事情歴史的成り立ちと現状」Oguisso

Taka「看護学雑誌」59(11)1036-1039

｢私が見聞した看護の歴史」大森文子『看護j47(2-3)

101-107,96-103

｢私が見聞した看護の歴史」大森文子「看護」47(5-6）

130-137,131-137

｢私が見聞した看護の歴史」大森文子「看護」47(8-13)

130-136,115-121,100-107.ll2-ll9,133-139,97-103

｢米国の専門看護婦制度その歴史と現状」田中勝子「看護」

47(14)140-156

｢戦後50年一心の軌跡を辿る平和こそ、看護の前提」花田ミ

キ『看護学雑誌」59(8)769-775

｢臨床技術の向上と認定看護婦(士)感染管理看護歴史的経過

から分かる専門看護婦の意義」堀井理司「ナーシング・ト

ウデイj10(6)20-21

面
③
函
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12眼科史

「日本眼科学会雑誌からみた日本の眼科100年「論文総覧

データベース」の作成(その1)(会議録)」大庭紀雄、外1

名「日本眼科学会雑誌』99(臨増)23］

「明治期ドイツ留学もしくは視察した眼科医達(抄)」奥沢康

正、ユルケン・コバチ「日本医史学雑誌」41(2)226-227

「土井利勝の眼鏡・其の他」川島恂二『古河郷土史研究会

報j(33)1-5

「心身眼科学とその歴史」松井瑞夫『眼科』37(8)843-849



｢スペシャリストの現状と日本の課題米国における歴史的

展開を踏まえて」森山美知子「看護」47(14)180-191

｢保健婦の歴史」湯沢布矢子「公衆衛生情報」25(5)55-57

血管外科学会雑誌」4(2)178

｢創傷処置「デブリドマン」の父P.J.デソー没後200年に

当たって」大村敏郎「日本外科学会雑誌』96(8)547-549

｢P･J・デソーとその処置デプリドマンについて(抄)」大村

敏郎「日本医史学雑誌」41(2)304-305

｢救急法IXI解(全15枚)について(抄)」加來洋子、村木春長、

渋谷鉱、谷津三雄『日本歯科医史学會々 誌』21(1)29-30

｢HalstedとVolkmann,Billl-oth」酒井シヅ『Mamma｣(20)

表2

｢Pancoastの乳癌の手術図」酒井シヅ『Mamma｣(22)表2

｢乳癌の再発」酒井シヅ「Mammaj(21)表2

｢わが国の脳神経外科の黎明(2)」佐野圭司『Clinical

Neuroscience｣13(3)358-359

｢血液型のすべて血液型発見の歴史」遠山博「日常診療と

血液」5(6)731-734

｢向井元升と「紅毛流外科秘伝」について(抄)」ヴオルフガ

ング・ミヒェル『日本医史学雑誌」41(2)220-221

｢藍屋佐兵衛の妻と勝股元碩の妻一青洲の乳癌患者について

－(抄)」松木明知「日本医史学雑誌」41(2)222-223

｢不破家華岡流手術図について(抄)」山内一信、不破洋『日

本医史学雑誌j41(2)224-225

15教室史

「金沢大学医学部産科婦人科教室［|ﾘj治大正期の在籍者につ

いて]」赤祖父一知「北陸医史j16(1)17-29

16軍陣医学史

「戦傷病者の診療記録陸海軍病院の診療録(総説)」大村一

郎『診療録管理」7(1)1-12

「陸軍軍医講習生仮規則(抄)」黒澤嘉幸「日本医史学雑誌」

41(2)294-295

「｢横浜軍陣病院」の歴史地理学的再検討」中西淳朗『神奈

川医学会雑誌」22(1)9-16

「軍医寮発足のさいにみられた東校と兵部省の確執(抄)」深

瀬泰旦『日本医史学雑誌」41(2)292-293

「横須賀海軍工廠と海軍共済病院の歴史的考察」福岡洋『共

済院報』44(3)278

、
叩
［
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18外科史

「乳癌手術の歴史的変遷HalstedFisherへ」阿部力哉『外

科」57(5)523-529

「日本における大動脈瘤外科の歴史(会議録)」井上正「日本

19細菌学史

「ペスト菌発見100年(総説)」大滝紀雄『感染症」25(1)1-4

り
う
１

〆
Ｏ
Ｇ



21歯学史

「歯科用薬品の歴史マイナートランキライザー臨床編」上

田裕『歯科ジャーナル』41(1)137-145

「クラウン・ブリッジの歴史的考察」内田康也、永松浩、細

川隆司「日本歯科医史学會々 誌」20(4)231-235

「O-O式咬合器の歴史的考察」内田康也、永松浩、細川隆

司、小林繁、向野明甫『日本歯科医史学會々誌」20(4)

236-240

「瑞穂屋清水卯三郎の業績(そのl)人物像と歯科以外の業績

（抄)」太田実、森山徳長、田辺明、大山萬、石川達也「日

本歯科医史学會々 誌」20(3)211

「カナダに於ける歯科教育の歴史第3報-1860～1869年間の

歯科及び歯科教育の貢献者像一」尾島光栄、K.KShimizu

日本歯科医史学會々 誌j20(3)165-170

「カナダに於ける歯科教育の歴史第4報-1870～1879年間の

歯科及び歯科教育の貢献者像一」尾島光栄、K.K.Shimizil

日本歯科医史学會々 誌」20(3)171-177

「カナダに於ける歯科教育の歴史第5報-1880～1889年間の

歯科及び歯科教育の貢献者像一」尾島光栄、KenjiKen-

nethShimizu「日本歯科医史学會々 誌」20(4)251-257

「カナダに於ける歯科教育の歴史第6報-1890～1899年間の

歯科及び歯科教育の貢献者像」尾島光栄、KenjiKenneth

Shimizu「日本歯科医史学會々 誌」21(2)76-83

「カナダに於ける歯科教育の歴史第7報-1900～1904年間の

｢20世紀末のペスト禍」五島瑳智子『臨床と微生物」22(1)

76-77

｢肝炎ウイルス検索の歴史」三代俊治「肝・胆・膵』30(1)

29-39

一

晶
函

20産婦人科史

「サロモン氏産科鉗子(抄)」石原力「日本医史学雑誌」41

(2)228-229

「助産婦の歴史(137～145)」石原力『ペリネイタルケア」14

(1-9)66-67,188-189,254-255,340-342,472-473,542-543,

666-667,738-739,880-882

「箕作|玩甫「産科簡明」と原著者及び原著について(例会)」

石原力「日本医史学雑誌」41(3)433-435

「ルチーンの医療処置を見直すわが国における産科処置の歴

史」岡本喜代子『助産婦雑誌」49(4)271-276

「産婦人科医学史(2)神と人の［座位分娩]」酒井シヅ「THE

FEMALEPATIENT｣8(2)巻末

「安全な腹腔鏡下手術を行うために腹腔鏡気腹法安全性追究

の歴史」杉本修「産婦人科の実際」44(6)721-727

「周産期医療における出血のかかえる問題出111との闘い輸

血の歴史」中村幸夫「ペリネイタルケア』（夏季増刊）

ll-16

「分娩誘発の歴史的変遷」渡辺香織､末原紀美代『ペリネイ

タルケア」14(8)769-776

（
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豊永寿博、松中祐二、岩井貞雄、嶋村昭辰、上潟口武『日

本歯科医史学會々 誌』20(3)194-196

｢瑞穂屋清水卯三郎の業績(その2)歯科材料及州版業界での

業績(抄)」亀谷博昭、森山徳長、竹島弘道、本間孝、長谷

川正康、石川達也「日本歯科医史学會々誌』21(1)9-10

｢会告第23回日本歯科医史学会総会および学術大会新國俊

彦先生の御逝去をいたんで」工藤逸郎『日本歯科医史学

會々 誌」20(3)163-164

｢リンガライズド・オクルージョンの臨床有床義歯に付与

されてきた咬合接触様式の歴史的背景」小出馨､佐藤利英，

樋口昌男、外1名『Quintessence(of)DentalTechnolgy｣20

(2)229-236

｢九州歯科学会総会におけるW.Meyerについて」小林繁、

福山宏、梶山稔、向野明甫、松中祐二、上西秀則、石木哲

夫、上潟口武「日本歯科医史学會々誌」20(3)191-192

｢帝国大学医学部歯科の軌跡」榊原悠紀田郎「日本医史学雑

誌j41(3)426-428

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史榎本美彦(1885-1971)」

榊原悠紀田郎『TheQuintessencel14(1)159-164

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史北村一郎(1884-1968)」

榊原悠紀田郎『TheQuintessence｣14(2)434-437

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史入交直重(1887-1960)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣14(3)655-659

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史杉山元治郎(1886-1964)」

歯科及び歯科教育の貢献者像」尾島光栄、KenjiKenneth

Shimizu「日本歯科医史学會々 誌」21(2)84-90

｢軍陣歯科学(第6報)－軍隊病学、［口腔外科］講義録一

（抄)」落合俊輔、佐久間優、渋谷鉱、谷津三雄「日本歯科

医史学會々 誌」21(1)18-19

｢60年前の歯科学生の生活状況(抄)」落合俊輔、渋谷鉱、石

橋肇、吉井秀祷、山口秀紀、谷津三雄「日本歯科医史学

會々 誌」20(3)205-206

｢日本南九州地方の歴史上初期古墳で発掘された歯の大きさ

について(英文)｣OyamadaJoichi,ManabeYoshitaka,Kita-

gawaYoshikazu、外2名「AnthropologicalSciencellO3(1)

49－60

｢明治元年米国ニューヨーク州で制定された歯科医師法並び

に付則の書誌学(抄)」春日芳彦、森山徳長、小幡哲夫、長

谷川正康、石川達也「日本歯科医史学會々誌」21(1)26-27

｢1802年米国で2番目に出版されたLongbothomの啓蒙書の

書誌学的研究(抄)」春日芳彦、森山徳長、塩津二郎「日本

歯科医史学會々 誌」21(1)27-28

｢米国各州における歯科医師法制定の軌跡について(抄)」春

日芳彦、森山徳長、田辺明、栗山美子、石川達也「日本歯

科医史学會々 誌」20(3)218-219

｢横浜開港と近代歯学の夜明け(抄)」加藤増夫『神奈川医学

会雑誌」22(2)370-372

｢グッドマンのダイナミック歯科治療学(第2報)」金子義郎、
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て(抄)」嶋村昭辰「日本歯科医史学會々誌」20(3)187

｢小田野直武につながる角館(秋田)の歯科医(抄)」嶋村昭辰、

内山長司、梶山稔、福山宏、小林繁『R本歯科医史学會々

誌」20(3)198-199

｢焼付用合金の所用条件と合金の歴史的変遷白金系金合金

の位置づけ」新谷明喜、吉野友貴「歯科技工」23(2)

146-150

｢葛原勾当日記にみる歯痛と気象(抄)」新藤恵久「日本医史

学雑誌」41(2)286-287

｢[葛原勾当日記］にみる歯痛と気象(抄)」進藤惠久、長谷

川弥「日本歯科医史学會々誌」21(1)20-21

｢『御用控帳」にみる木床義歯(抄)」進藤惠久、長谷川弥

『日本歯科医史学會々 誌」20(3)199

｢歯科医史からみた古事記(抄)」杉本茂春『日本歯科医史学

會々 誌」20(3)214-215

｢明治期歯科医学書の文体・用語法の分析的研究(そのl)

（抄)」高崎一郎、森山徳長「日本歯科医史学會々誌」21

(1)34

｢花園天皇の口腔疾患について(抄)」戸出一郎、別部智司、

佐藤恭道、森田武、雨宮義弘「日本歯科医史学會々誌」21

(1)23-24

｢藤原定家の歯病に関する考察(抄)」戸出一郎、別部智司、

佐藤恭道、森田武、雨宮義弘「日本歯科医史学會々誌」20

(3)214

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣14(4)893-897

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史川合渉(1885-1959)」榊

原悠紀田郎「TheQuintessence｣14(5)1155-1158

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史三内多喜治(1887-1955)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣14(6)1385-1388

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史北村宗-(1887-1962)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessencel14(7)1639-1643

｢学校看護法大意について(抄)」佐久間優、石橋肇、渋谷鉱

谷津三雄『日本歯科医史学會々誌」21(1)28-29

｢明治時代の小児科学書［兒科必携］にみられる歯科口腔疾

患の内容(抄)」佐久間優、渋谷鉱、石橋肇、落合俊輔、向

井康子、谷津三雄「日本歯科医史学會々誌」20(3)207-208

｢戦前本邦における歯科放射線学書発達史の比較害誌学的研

究(抄)」塩津二郎、森山徳長、福本裕、春日芳彦、高崎一

郎『日本歯科医史学會々 誌』21(1)31-32

｢最初期歯科X線診断学の文献的研究(第3報)(抄)」塩津二

郎、森山徳長、亀谷博昭、福本裕、本間孝「日本歯科医史

学會々 誌」20(3)206-207

｢歯科用薬品の歴史鎮痛消炎剤基礎編」篠原光子、大浦情

「歯科ジャーナル」41(1)129-135,147-153

｢第10回日本医学会における歯科と医史学的内容について

（抄)」渋谷鉱、石橋肇、大場重信、村木春長、渋谷幸男、

谷津三雄『日本歯科医史学會々 誌」20(3)202-203

｢羅葡日対訳辞書と和蘭字彙に見られる歯科関係用語につい

や
②
画

「
Ｃ
の
『

戸
〃
『
Ｌ
■



川正康、森山徳長、石川達也「日本歯科医史学會々誌」20

(3)200-201

｢[私立麻布歯科医学校］の設立願書について－東京都公文

書館所蔵資料より－(抄)」樋口輝雄「日本歯科医史学會々

誌」21(1)12-13

｢医学士三輪徳寛が明治25～28年に調査した［齪歯ノ統計］

について(抄)」樋口輝雄『日本歯科医史学會々誌」20(3)

202

｢明治初年に渡航した歯科医についての一考察(抄)」樋口輝

雄「日本歯科医史学會々誌j20(3)190

｢Stud型アタッチメントのはじまりと考えられるCal･1-の

"anchoredadjustabledenture"について」平田幹男『日本

歯科医史学會々 誌」20(3)178-181

｢歯科補綴学に於けるF.ERoachの業績について(抄)」平田

幹男『日本歯科医史学會々誌」21(1)8

｢Stud型アタッチメントの始りと考えられるCarrの

"anchored,adjustable,andremovableDenture''について

（抄)」平田幹男「日本歯科医史学會々 誌」20(3)189-190

｢合着用セメントの歴史と現状」藤井弁次.成川公一『接着

歯学」13(2)lll-ll7

｢医用蛭の変遷について(抄)」別部智司、森田武、佐藤恭道

戸出一郎、雨宮義弘、樋口輝雄『日本歯科医史学會々誌」

21(1)24

｢WilhelmBuschの風刺画Del-hohleZahnについて」別部

｢Gysi軸学説の再検討(抄)」永田和弘『日本歯科医史学會々

誌」21(1)9

｢古代メソポタミアの歯科記述(1102.K)について(抄)」永

田和弘「日本歯科医史学會々 誌」20(3)217-218

｢長lll奇における歯科医学の歩み(抄)」中西啓「日本歯科医史

学會々 誌」20(3)184-186

｢仏陀の歯相(抄)」中原泉『日本歯科医史学會々誌」21(1)

21-22

｢クラウン・ブリッジと歯科用金属の歴史(抄)」永松浩、内

田康也、細川隆司『日本歯科医史学會々誌』20(3)188-189

｢エナメル質微細構造の歴史(抄)」西巻明彦「日本医史学雑

誌」41(2)288-289

｢硬組織医学の史的背景(そのl)」西巻明彦「日本歯科医史

学會々 誌』20(3)193-194

｢硬組織医学の史的背景(その2)(抄)」西巻明彦「日本歯科

医史学會々 誌」21(1)11-12

｢心腎不交と口内炎(抄)」西巻明彦、屋代正幸『日本歯科医

史学會々 誌」21(1)22

｢蓄血証における歯科的研究(抄)」西巻明彦、屋代正幸「日

本歯科医史学會々 誌」20(3)216-217

｢歯科とフッ素の歴史(第1回)－フッ素・推測と発見、単離

をめぐる人々」丹羽源男「日本歯科医史学會々誌」21(1)

41-46

｢歯牙保存療法としての、亜砒酸製剤導入の起源(抄)」長谷
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｢明治大正期歯科医術開業試験受験書の比較書誌学的研究」

森山徳長、塩津二郎、亀谷博昭、石川達也、長谷川正康

『日本歯科医史学會々 誌j20(4)246-250

｢本学教授陣および出身者の旧制医学博士学位受領者の分析

的研究(抄)」森山徳長、山岸東太郎、長谷川正康、石川達

也「日本歯科医史学會々誌」20(3)191

｢[『病草紙』にあらわれた歯科疾患風俗に関する一考察］

（抄)」屋代正幸、藤野砠男、小林一日出、湯浅高行「日本

歯科医史学會々 誌』20(3)216

｢高山歯科医学院に始まる東京歯科大学学則の分析的考察

（そのl)高山歯科医学院学則の変遷(抄)」山岸束太郎、森

山徳長、長谷川正康、石川達也『日本歯科医史学會々誌」

21(1)14-15

｢問田亮次教授の思い出集より(抄)」山口秀紀、渋谷鉱、石

橋肇、落合俊輔、吉井秀濤、谷津三雄『日本歯科医史学

會々 誌』20(3)212

｢小島原泰民と歯科病理書(抄)」山口秀紀、向井康子、石橋

肇、谷津三雄『日本歯科医史学會々 誌」21(1)33-34

｢日本海軍歯科医科士官の歴史(Ⅷ)(抄)」山崎智『日本歯科

医史学會々 誌」20(3)203-204

｢[群馬県下に残る道了様信仰と福岡県下に残る道了神社信

仰の接点と考察(抄)」湯浅高行、藤野砠男、小林一日出、

屋代正幸『日本歯科医史学會々 誌」20(3)215-216

｢昭和7年当時の歯科新聞の記事から(抄)」吉井秀鑑、渋谷

智司、佐藤恭道、森田武、戸出一郎、雨宮義弘『日本歯科

医史学會々 誌」20(4)241-245

｢O-O式咬合器の歴史的考察(抄)」細川隆司、永松浩、内田

康也、小林繁、向野明甫「日本歯科医史学會々誌」20(3)

188

｢[西洋歯科医の草分け・一井正典の足跡を訪ねて］ジュグ

リット先生を語る会(抄)」松本晉、渋谷敦「日本歯科医史

学會々 誌」20(3)210

｢第11回ムシ歯予防デーに配布された小冊子について(抄)」

向井康子、渋谷鉱、石橋肇、鈴木邦夫、加來洋子、谷津三

雄『日本歯科医史学會々 誌」20(3)209-210

｢通俗病理問答全の内容(抄)」向井康子、山口秀紀、渋谷鉱、

谷津三雄『日本歯科医史学會々 誌」21(1)32-33

｢S.Spooner著GuidetoSoundTeethの書誌学的研究(抄)」

森山徳長「日本歯科医史学會々誌」20(3)200

｢英語圏における初期歯科医学文献発達史に関する考察(そ

のl)モートンの5版による論考(抄)」森山徳長「日本歯科

医史学會々 誌」21(1)25-26

｢I.C.D創設者LouisOttofyのフィリッピンにおける活動と

業績の書誌学的研究」森山徳長、春日芳彦、高添一郎、長

谷川正康「日本歯科医史学會々 誌」21(1)35-40

｢米国各州における歯科医師法制定の軌跡について」森山徳

長、春日芳彦、田辺明、栗山美子、石川達也「日本歯科医

史学會々 誌」21(1)47-49

麺
の
国

（
ぬ
の
［
）



平雅彦『肝・胆・膵』30(1)85-95

｢糖尿病の歴史とインスリンの発見」堀田饒「日本臨床内科

医会会誌』10(4)135-142

｢アレルギーと化学伝達物質の歴史」木村義民、大国寿士

「アレルギーの領域」2(8)1001-1008

｢喘息治療の歴史と展望(1)」小林節雄「アレルギーの領域」

2(9)1210-1212

｢アレルギーと気管支喘息」酒井シヅ「アレルギーの領域」

2(2)225-227

｢アレルギーの歴史アレルギーあれこれ」酒井シヅ『アレ

ルギーの領域』2(3)368-370

｢アレルギーの歴史⑫アレルギーの年齢とPirquetの死」酒

井シヅ『アレルギーの領域」2(1)84-85

｢喘息の歴史閑話12気管支喘息の歴史2」酒井シヅ

『ASTHMAj8(1)146-147

｢パレ全集にみられる狂犬病の記述(抄)」高山直秀『日本歯

科医史学會々 誌」21(1)15-16

｢ペスト残影その3「ペストの搭(Postsaule)」について

（抄)」滝上正『神奈川医学会雑誌』22(1)200

｢ペスト残影その4－ペストのメダルについて－(抄)」滝上

正「神奈川医学会雑誌」22(2)370

｢職業アレルギーコンニャク喘息の歴史」中澤次夫『アレル

ギーの領域」2(4)475-478

｢日本の群馬県に於ける前立腺癌の疫学的特徴(英文)」

鉱、石橋肇、山口秀紀、佐久間優、谷津三雄「日本歯科医

史学會々 誌」20(3)204-205

22史跡・記念碑

「西紀町のアスクレピオス像(抄)」石原理年「日本医史学雑

誌」41(2)278-279

「横浜根岸外国人墓地に残る小児の墓(会議録)」佐分利保雄

「神奈川医学会雑誌」22(1)200-201

「ブダペストの医学史跡瞥見」高橋昭「現代医学」43(1)

199-203

23疾病史

「サルコイドーシスの病因：歴史的考察と現在の動向」江石

義信『病理と臨床」13(6)813-821

「痛風とその研究の歴史痛風の黎明期」赤岡家雄『高尿酸

血症と痛風」3(1)86-88

「大動脈炎症候群(高安動脈炎)歴史的見地(英文)｣Itolwao

napaneseHeartJournal｣36(3)273-281

「日本における大動脈瘤外科の歴史」井上正『日本血管外科

学会雑誌」4(5)595-600

「日本に於ける癩病性精神病の歴史的展望(英文)｣Onuma

Teiich｢PsychiatryandClinicalNeurosciences｣49(4)

179-183

「わが国におけるアルコール性肝硬変研究の歴史と現状」奥
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NakataSeiji,SatoFin,ImaiKyoichi、他『International

JournalofUrology｣2(3)191-197

｢NOMA(水癌)盛衰史」中原泉、加藤讓治「日本歯科医史学

會々 誌」21(2)61-75

｢中世およびルネサンスのヨーロッパにおける疾病史への新

しいアプローチ」ナンシ一･G．シライシ『科学医学資料

研究」(248)1-12

｢占領下のこども医療史エキリ物語(1)日本占領」二至村菅

『小児内科」27(7)1064-1066

｢糖尿病学史探訪膵臓の神秘に魅せられた人々(1)」二宮陸

雄『DiabetesJournal(糖尿病と代謝)｣23(1)28-31

｢C型肝炎ウイルス臨床の歴史、現状および問題点」藤原研

司、持田智「MedicalPractice｣12(11)1538-1546

｢ハンセン病とダミアン神父(1)」古川明『けんさ」25(2)

25-28

｢人アジュバント病の歴史」三好和夫『感染・炎症・免疫」

25(2)110-119

｢食物アレルギーの歴史」森川昭広「アレルギーの領域」2

(5)597-599

｢日本の検疫所におけるペスト防疫の歴史」森田秀実『メデ

イヤサークル」40(1)9-16

｢古人骨からみた日本の特殊性炎」森本岩太郎「日本赤十字

看護大学紀要」(9)1-7

｢HansBergerとうつ病(その2)」山口成良『精神神経学雑

誌」97(6)453

｢てんかん．てんかん症候群分類の歴史的背景」渡辺一功

「小児内科」27(9)1239-1243

｢日本に於ける部位特異的癌登録の歴史及び概観(英文)」

WatanabeShaw,YamaguchiNaohito,KinjoYoshihide

『GannMonographonCancerResearch｣(43)1-8

つ
二
記

24耳鼻咽喉科史

「19世紀における耳鼻咽喉科学の歴史」VosteenKarl-Heinz、

中島章雄『耳鼻と臨床」41(4)579-583

「幼小児難聴への対応診断学の発達の歴史と現況」安野友博

『日本耳鼻咽喉科学会会報」98(10)1773-1774

「古典あれこれクリーブランド大統領の上顎切除と組織診

断の真相」犬山征夫『Johns｣l1(1)96-101

「古典あれこれ頭頚部癌に対する遷延分割照射法の先駆者

HenriCoutard」犬山征夫『Johns｣11(3)462-467

「人工中耳の歴史」鈴木淳一、小寺一興『johnsjll(4)

507-515

「人工内耳の歴史その手術を中心として」船坂宗太郎、河

野淳nohns｣ll(4)537-542

つ
め
［
）

25種痘史

「天然痘撲滅の長い旅路五長崎ではじめて牛痘接種に成功

した楢林宗建」深瀬泰旦nMSj(12)72-73



｢天然痘撲滅の長い旅路六雪の栃ノ木峠をこえてﾉ|痘苗を

福井にはこんだ笠原良策」深瀬泰旦IJMS｣(13)88-89

｢天然痘撲滅の長い旅路七緒方洪庵と大坂除痘館」深瀬泰

旦「JMS｣(14)60-61

｢天然痘撲滅の長い旅路八お玉ヶ池種痘所設立の中心人物

伊東玄朴」深瀬泰旦nMs｣(15)60-61

｢尾張・三河の種痘史補遺(抄)」山田英雄、山内一信、高

橋昭『日本医史学雑誌」41(2)188-189

｢《創立20周年記念講演》世界の馬文化：古代の美術表現か

ら」末崎真澄「日本獣医史学雑誌」(32)1-7

｢《研究ノート》絵巻物にみる中世獣医史料(1)」中井菫『日

本獣医史学雑誌」(32)31-39

｢日本の女性獣医師について(抄)」長尾荘七『日本獣医史学

雑誌」（32)47

｢《創立20周年記念講演》有蹄動物渡来史考」中川志郎「日

本獣医史学雑誌」(32)8-17

｢《創立20周年記念講演》獣医学関係図耆の歴史：東西古

書・古資料の管見」松尾信一「日本獣医史学雑誌』（32）

18-30

26獣医学史

「仮名安驍集にいうハントフンの語源とその刺血量について

の一考察(抄)」間庭秀信『日本獣医史学雑誌」（32)48

「《くまざさ》乃木将軍と武藤獣医」大山健次『日本獣医史

学雑誌」（32)53-56

「西安周辺史跡・文物：秦始皇帝兵馬桶・騎馬壁画など

（抄)」亀谷勉『日本獣医史学雑誌」(32)51

「《研究ノート》肥前松島・大島および寺島における馬垣遺

構(1)」小佐々 学「日本獣医史学雑誌」(32)44-46

「坪井信良翻訳［獣医全耆］を巡って(抄)」坂本勇『日本獣

医史学雑誌」（32)47

「[悪馬新当流三五之秘伝言］について(抄)」島田謙造『日

本獣医史学雑誌」（32)50

「《研究ノート》備後福山藩における馬医の処遇に関する考

察」島l子l謙造『日本獣医史学雑誌」（32)40-43

（
［
や
一

2 8 書 誌 学

「池田文耆の研究(十三)」池田文言研究会『日本医史学雑

誌』41(1)121-129

「究理堂文庫所蔵資料の展示活動記録」小石秀夫『医潭」

（69)4076-4084

「東京歯科大学所蔵稀翻本洋耆伊澤家文庫の研究(そのl)分

類・カタログ作製について(抄)」塩津二郎、森山徳長、春

日芳彦、石川達也「日本歯科医史学會々誌」21(1)13-14

「『医戒』について」津下健哉「広島医学』48(11)1252-1257

「｢扶氏診断」訳者への疑問－島村鼎甫の可能性一(抄)」津

下健哉『日本医史学雑誌』41(2)182-183

「戦前に刊行された医学書目録(PR用)の二、三」長門谷洋

［
つ
め



｢神経伝達物質の研究史-11(最終回)アミノ酸とその関連物

質」佐野豊「ミクロスコピア』12(1)22-26

｢アテトーゼとジストニー（異常運動と異常姿勢）アテトー

ゼとジストニーの歴史的概観」古川哲雄「神経研究の進

歩」39(3)369-376

治「北陸医史j16(1)30-40

｢長lll奇家収蔵の『折肱録」について(抄)」正橋剛二『日本医

史学雑誌」41(2)214-215

｢幻雲が引用した『東垣十書」（抄)」真柳誠、宮川浩也、小

曽戸洋「日本医史学雑誌」41(2)256-257

函
。
串

31診断学史

「MRI技術の歴史と今後の期待」遠藤真広「映像情報メデ

ィカル」27(8)458-461

「本邦における内視鏡開発の歴史」降籏廣行「消化性潰瘍臨

床と基礎jl4(1)29-35

「産科周産期医療における画像診断法発展の歴史」竹内久彌

「周産期医学」25(増刊)9-18

「心電図診断ガイド心電図の歴史」春見建一「綜合臨床」44

（増刊)1001-1010

29小児科史

「学校心臓検診のポイント(1)学校心臓検診の目的と歴史」

大国真彦『循環科学」15(1)66-69

「小児てんかん治療の歴史と展望」大塚頌子、大田原俊輔

「小児内科」27(8)1073-1077

「成長ホルモンによる治療の進歩歴史」鎮目和夫「日本内

分泌学会雑誌」71(6)727

「我が国の添い寝に関する歴史的考察(会議録)」西堀光重、

外5名「小児保健研究」54(2)142

（
詞
や
一

32整形外科史

「スポーツ障害に対するテーピングテーピングの歴史と日

本での現状」栗山節郎、川島敏生『骨・関節・靱帯」8(2)

125-131

「華岡冑洲の整骨術(第7回)」酒井シヅ「整形外科の先人の

蹟をたずねて」(7)1-4

「四肢切断術その発展と日本への影響」藤田俊夫『オペナー

シング」10(7)708-711

30神経学史

「神経発達学的治療(NDT、Bobath)の歴史、原理と経験」

KoengE(スイス）『療育」(36)10-15

「重症心身障害児(者)医療の今後に期待するもの歴史的背景

および公法人立施設における問題点と今後への対応」江草

安彦『医療』49(増刊)240

「わが国の脳神経外科の黎明(総説)」佐野圭司『Clinical

Neuroscience｣13(3)358-359



｢てんかん外科の温故知新歴史年表」朝倉哲彦「脳神経外

科」23(9)831-844

｢震災より起れる精神病」池田隆徳「呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信」(34)18-22

｢ハミルトンうつ病評釈度その歴史と用法(総説)」稲田俊

也、八木剛平、中根允文『精神科診断学」6(1)61-71

｢精神疾患単位としての同性愛：歴史的展望」稲場雅紀、

KimmelDouglasC.「精神科診断学」6(2)157-170

｢中国における精神療法の歴史と現状特に森田療法につい

て(会議録)」王祖承「森H1療法学会雑誌」6(1)37-41

｢関東大震災下の精神科医療」岡田靖雄『日本医事新報」

(3735)47-51

｢想きもの再論」岡田靖雄「日本医史学雑誌」41(3)425

｢現代の精神分裂病精神分裂病の概念と歴史」風祭元「こ

ころの科学』（60)2-7

｢大震と松沢病院の人々」加藤普佐次郎『呉秀三先生記念精

神科医療史資料通信j(34)23-30

｢松沢病院に於ける大震災に対する経験の二三」加藤普佐次

郎「呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」（35)22-23

｢精神病者救治の新事業と大震後の精神病者」金子準二「呉

秀三先生記念精神科医療史資料通信」(34)16-17

｢大震火災に関する精神病の統計的考察」金子準二『呉秀三

先生記念精神科医療史資料通信』（35)5－7

｢大震後の東京に於ける精神病者問題」金子準二「呉秀三先

｢手関節部分固定術の歴史」堀井恵美子、井手隆俊「骨・関

節・靭帯」8(8)989-996

33精神医学史

「一本堂行餘医言巻之五(その一)」「呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信」（33)5-23

「癩澗狂辮(完結)」『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」

(33)24-30

「[神経学雑誌］雑報」「呉秀三先生記念精神科医療史資料通

信」(35)12-13

「小田晋氏発言の誤り（岡田靖雄)」『呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信」（33)39

「呉秀三［岩蔵覚え言]」『呉秀三先生記念精神科医療史資料

通信」（33)38

「[心疾者の救護］より関連記事」「呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信」（35)24-39

「精神病患者実験記事(その七)」『呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信j(33)32-37

「生生堂治験(完結)」『呉秀三先生記念精神科医療史資料通

信」(33)1-4

「内科教授ドクトル・ベルツ氏申請」「呉秀三先生記念精神

科医療史資料通信」(33)31

「歴史と学派の間における“自己愛”の障害」相用信男『精

神分析研究」39(3)159-161

（
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｢震災後の精神病患者に就て」橋健行「呉秀三先生記念精神

科医療史資料通信』（34)15

｢アメリカにおけるアルコール依存症治療の現状」林田基

『アルコール依存とアデイクシヨン」12(2)132-140

｢大震火災と精神異常との関係」三宅鑛一「呉秀三先生記念

精神科医療史資料通信」（34)7-9

｢今回の震災に由る小児神経症状に就いて」紋谷正男『呉秀

三先生記念精神科医療史資料通信」（34)37-39

｢名古屋市自閉症療育に関する一考察その歴史的変遷およ

び現状と課題」山田陽子、北山達成、石川道子「小児の精

神と神経」35(1)13-21

生記念精神科医療史資料通信』（34)34-36

｢本年十月中の公費入院精神病者に対する考察」金子準二

「呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」（34)37

｢震災と精神病者の救護と本会と」呉秀三「呉秀三先生記念

精神科医療史資料通信』（34)1-3

｢閉却された精神病者の救療事業」黒沢良臣「呉秀三先生記

念精神科医療史資料通信」(34)13-14

｢震災時に於ける精神病」小峰茂之ほか『呉秀三先生記念精

神科医療史資料通信」(35)21

｢今回の震災と精神病」杉田直樹『呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信」(35)1-4

｢災変と精神異常」杉田直樹「呉秀三先生記念精神科医療史

資料通信」(34)10-12

｢褥耕日記」杉田直樹『呉秀三先生記念精神科医療史資料通

信」(35)19-20

｢MoritzHeinrichRomber-そのプロフィールと「脊髄

癖」・「半側顔面萎縮症」・「群発頭痛」の原著一(抄)」高橋

昭、伊藤泰広、白水重尚『日本医史学雑誌」41(2)308-309

｢大震災に突発せる神経症に就いて」竹谷精一「呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信』(35)8-11

「リエゾン精神医学その概念、歴史、現状および展望」中島

節夫、三浦貞則『作業療法ジャーナル」29(9)725-730

｢20世紀前半のアメリカ合衆国における精神薄弱者の優生断

種史」中村満紀男「心身障害学研究」(19)13-22

》
つ
め
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35西洋医学史

「イギリス医療文化史の旅」石田純郎「医證」（69)4068-

4074

「続ギリシア医療文化史の旅」石田純郎「医證」（68）

4035-4043

「マルシリオ・フイチーノの健康論」伊藤和行「n本医史学

雑誌」41(1)29-40

「絵ハガキで見るパリの古い病院(1)」今泉孝『医證」(69)

4085-4086

「幕末から明治中期にかけての英米系医学の受容(抄)」大滝

紀雄『日本医史学雑誌」41(2)240-241

「アメリカ総合臨床医学の歴史」竹村洋典『治療」77(3)



｢捷弁治集と美濃医書」中泉行信、中泉行史、斎藤仁男「臨

床眼科』49(3)550-551

｢尾張藩・名古屋を中心とした江戸時代の医療の流れ(抄)」

奈倉道治『日本医史学雑誌』41(2)175-181

｢｢高岡詩話』にみる医史学的記述(上)」正橋剛二「北陸医

史」16(1)56-69

｢郷土医史明治の鹿児島医学史(その58-60)」森重孝「鹿児

島市医報」34(4,6,10)51-53,62-63,80-83

1227-1232

｢ロンドン病院博物館報告(例会)」山根信子『日本医史学雑

誌」41(3)430-43]

37生理学史

「功績の予後唾液腺の内分泌作用をめぐる物語」山科正平

『ミクロスコピア」12(2)102-105

38地方史

「私説・平岡山物語について(抄)」伊崎公徳「北陸医史」16

(1)1

「幕末における千葉県の医療制度に関する考察(2)佐倉藩の

医療制度改革(2)」石出猛史『千葉医学雑誌」71(1)1-6

「芸南の先人たち特に『造孫疫痢考」をめぐって(抄)」江

川義雄『日本医史学雑誌」41(2)186-187

「華岡青洲から手術を受けた佐渡の廻船問屋の息子の記録

文化10年「海陸道順達日記」から」蒲原宏「新潟県医師会

報」（540)30-33

「横浜市根岸外国人墓地に残る小児の墓(会議録)」佐分利保

雄『神奈川医学会雑誌」22(1)200-201

「飛騨の庶民・農民の生活史から得られたもの－往還寺過去

帳の研究(抄)」須H1圭三『日本医史学雑誌」41(2)163-167

「北陸における東洋医学の史的展開」多留淳文「R本東洋医

学雑誌」45(5)49-50

3 9 治 療 史

「河童伝承薬と南蛮医学」飛見立郎『北陸医史」16(1)41-49

「癌放射線療法放射線治療の歴史」阿部光幸「癌の臨床」

別冊(癌放射線療法)3-11

「治療の歴史冑粘膜防御因子増強薬」荒川哲男、樋口和秀

小林絢三「治療学」29(7)821-826

「血液浄化の歴史」稲生綱政『ClinicalEngineering｣6(5)

316-320

「頭頚部癌に対する遷延分割照射法の先‘駆者HenriCoutard」

犬山征夫「Johns｣11(3)462-467

「治療の歴史CCU」今村浩、関口守衛「治療学」29(5)

603-605

「治療の歴史経口抗アレルギー薬の開発」氏家新生,飯塚欣

二「治療学」29(2)229-235

「輸血と法歴史的観点から」宇都木伸「日本輪Ⅲl学会雑誌」
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｢平安朝物語類の中の医学(二)」白崎昭一郎「北陸医史j16

(1)50-55

｢山脇一門と鳥羽の嘔薬」宗田一「啓迪」(13)31-33

｢治療の歴史アスピリンの抗血栓療法」寺田秀夫「治療学」

29(1)ll5-118

｢江戸前中期の潟血療法(抄)」友部和弘、真柳誠『日本医史

学雑誌」41(2)196-197

｢日本における血液学・輸血学史の流れより(抄)」日比野進

『日本医史学雑誌」41(2)158-162

｢古代における涜血(抄)」藤倉一郎『日本医史学雑誌』41

(2)194-195

｢治療の歴史緩和ケア、ホスピスケァの発達と医療倫理のあ

り方」星野一正「治療学」29(6)707-710

｢『医心方』にみる古代人の知恵l丹波康頼と「医心方｣」

槇佐知子『医道の日本社」54(3)136-137

｢『医心方」にみる古代人の知恵2モグサの薫法と変った灸

法」槇佐知子「医道の日本社」54(4)157-158

｢『医心方jにみる占代人の知恵3灸とツポについて」槇佐

知子『医道の日本社」54(5)96-97

｢治療の歴史プロブコール」山下静也、松沢佑次『治療学」

29(3)357-364

41(3)12

｢治療の歴史経口糖尿病治療薬」加来浩平『治療学」29(4)

483-486

｢治療の歴史カテーテルアブレーシヨン」笠貫宏「治療学」

29(9)1059-1065

｢癌治療の現状と将来乳癌の外科療法歴史、現状と問題点」

霞富士雄「臨床成人病」25(5)605-611

｢機能的電気刺激(FES)の理論と実際電気療法の歴史」川

村次郎「臨床整形外科」30(2)147-153

｢スポーツ障害に対するテーピングテーピングの歴史と日

本での現状」栗山節郎「骨・関節・靱帯」8(2)125-131

｢体性感覚誘発電位体性感覚誘発電位の歴史、現状、未来」

近藤和泉、岩田学、中村正直『理学療法研究」(12)3-17

｢抗生物質療法の歴史と変遷感染症治療の理解と実施のため

に」嶋田甚五郎、横田栄作「MedicalPractice｣12(臨増）

2-15

｢目で見る人工腎臓物語(3)(1)人工腎臓(血液透析)(3)オル

オールとコルフ（アメリカ）人工腎臓の時代(1940年中期

以後)(図説)」白井洸『MedicalPostgraduates｣33(1)1-6

｢目で見る人工腎臓物語(4)(1)人工腎臓(血液透析)(4)コル

フ・ブリガム人工腎臓と朝鮮戦争(1950年代)(図説)」白井

洸「MedicalPostgraduates｣33(2)73-78

｢目で見る人工腎臓物語(5)人工腎臓血液透析日本の人工腎

臓(1)」白井洸『MedicalPostgraduates｣33(3)125-128
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40伝記

「追悼赤松金芳先生」大村敏郎「日本医史学雑誌」41(1)



｢ウイリアム・ウイリスの学位論文:"TheoryofUlcera-

tion"(潰瘍形成論)(1859)医学生時代の学習教科」尾辻省

悟「鹿児島大学医学雑誌』47(Suppl.1)39-47

｢潰瘍形成論(1859)｣WillisWillianl「鹿児島大学医学雑誌」

47(Suppl.1)57-64

｢ウイリアム・ウイリスの墓と遺言書」尾辻省悟「鹿児島大

学医学雑誌」47(Sl'pp1.1)65-72

｢WilliamWillisとエジンバラ大学との関係(英文)｣Barron

Tom「鹿児島大学医学雑誌」47(Suppl.1)81-82

｢ウイリスと高木兼寛」松田誠「鹿児島大学医学雑誌」47

(Suppl.l)83-87

｢W･ウィリス(WilliamWillis)と私」中須賀哲朗「鹿児

島大学医学雑誌」47(Suppl.l)89-92

｢越後・会津とウィリス明治元年、越後・会津へのウイリス

の従軍医療が残したもの」中澤剛『鹿児島大学医学雑誌」

47(Suppl.l)93-97

｢英医ウィリアム・ウイリスと上村泉三」鮫島信一、鮫島由

美子、野添良隆『鹿児島大学医学雑誌j47(Suppl.1)

99-104

｢ウィリス博士縁りの地を訪ねてWilliamWillisに関する記

録補遺」松下敏夫『鹿児島大学医学雑誌」47(Suppl.l)

105-108

｢ウィリスの足跡を追って」新名主聡「鹿児島大学医学雑

誌」47(Suppl.1)109-lll

131-133

｢浅野総一郎とコレラ(抄)」荒井保男『神奈川医学会雑誌」

22(1)201

｢アヴイセンナ『医学の歌』12」志田信男(解説・訳注）

「伝承と医学」(12)4-16

｢アロイス・アルッハイマーのお墓」生田房弘『ミクロスコ

ピア』12(1)28-30

｢本邦癩病史上に於ける南蟹流外科の柤伊留満Luisde

Almeida」鈴木元造「医證』(68)4021-4032

｢アレキサンドル伝補遺(抄)」下総高次『日本歯科医史学

會々 誌』20(3)212-214

｢石阪堅壮(肝吸虫発見者)の著述について(抄)」中山沃「日

本医史学雑誌」41(2)184-185

｢近代日本における西洋医学の偉大な貢献者英医ウィリア

ム・ウイリス」CortazziSirHugh『鹿児島大学医学雑誌』

47(Suppl.l)7-11

｢ウイリアム・ウイリスの門下生たち」森重孝「鹿児島大学

医学雑誌」47(Suppl.l)13-21

｢偉大なイギリス人、ウイリアム・ウイリス」Manders

CharlesRS『鹿児島大学医学雑誌」47(Suppl.l)25-26

｢日本近代西洋医学の夜明け（英医ウィリアム・ウィリス)」

佐藤八郎「鹿児島大学医学雑誌」47(Suppl.l)27-31

｢英医ウイリアム・ウイリスについて」鮫島近二『鹿児島大

学医学雑誌」47(Suppl.1)33-37
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｢人と術と風景と（ウイリスを巡る人々)」河内浩志『鹿児

島大学医学雑誌」47(Suppl.1)113-114

｢浮田幸吉の墓について(抄)」進藤恵久、大野粛英「日本歯

科医史学會々 誌』20(3)197-198

｢宇良田唯子とその時代(抄)」三lll奇裕子『'三1本医史学雑誌」

41(2)234-235

｢鴎外の「題言」から見えてくるもの－フリードリヒ・エス

テルレンを中心に－」梶田昭『医学史研究」（68)232-235

｢名古屋における太田正雄」長門谷洋治「日本医史学雑誌」

41(2)200-201

｢海軍大医監奥山虎炳(1840-1926)」深瀬泰旦「日本医史

学雑誌」41(3)321-348

｢産科医兼子元隣とその著書「産科成解」(1)(抄)」奈倉道

治『日本医史学雑誌」41(2)192-193

｢カハール先生のふるざとを訪ねて－1」生旧房弘「ミクロ

スコピア」12(4)234-242

｢『新科学論議」におけるガリレオの連続性概念」中根美知

代『科学史研究」33(192)193-199

｢1888年ベルリン衛生試験所における北里柴三郎の写真につ

いて(2)(抄)」上潟口武、上西秀則、萩原義郷、内山長司

「日本歯科医史学會々 誌j20(3)196-197

｢人と時代遺伝学の青春時代その二木原均スキーも生物

学も」岡部昭彦「ミクロスコピアjl2(2)106-llO

｢人と時代遺伝学の青春時代その三順風に船出する木原

均」岡部昭彦『ミクロスコピア」12(3)182-187

｢人と時代遺伝学の青春時代その四木原均30代前半での

エスタブリッシ1」岡部昭彦『ミクロスコピア』12(4)

265－269

｢クリーヴランド大統領の上顎切除術と組織診断の真相」犬

山征夫nohnsjll(1)96-l01

｢ゲーテにおける病気と医師像」戸沼康平「昭和薬科大学紀

要』（29)25-34

｢ケーテの精神障害観（第2報）ヴイルヘルム・マイス

ターの修業時代」高橋正雄『心と社会」26(1)102-llO

｢東西医学交流史の側面一脳研究者ハルトヴィヒ・ケーレ

ンベツク(1879-1984)の意識論の背景」濱中淑彦『日本医

史学雑誌」41(2)312-313

｢｢千年の美｣に感動したシーポルトの日本紀行」望月洋子

『新潮45｣14(12)154-163

｢シーボルトの臨床医学一『藺方口伝(シーボルト験方録)」

の検討」中村昭「日本医史学雑誌」41(1)75-111

｢種痘の開発者、田舎の外科医ジェンナーの英国医療界にお

ける社会的位置付けの検討」石田純郎「新見女子短期大学

紀要」16､49-56

｢日本におけるカスパル・シャムベルゲルの活動について」

ヴォルフガング・ミヒェル「日本医史学雑誌」41(1)3-28

｢初代曲直瀬道三の癩医学」鈴木則子「日本医史学雑誌」41

(3)349-368
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｢鍼灸老舗の人々 (53)～(63)山本新梧(6)～(16)」上地栄

『医道の日本」54(2-12)198-20L187-190,170-172,181-

184,201-204,199-202,200-203,191-194,180-183,

182-186,180-183

｢鍼聖杉|_11和一伝(四十)天の巻」斎藤末一郎「経絡鍼療」27

(8)45-49

｢杉山和一の屋敷と杉山流鍼治講習所について(1)」香取俊

光『医道の日本」54(10)110-116

｢故鈴木元造君の追'億」山中大木「医證」(68)4019-4020

｢古典あれこれ形成外科の父GraspareTagliacozziの生涯

と仕事」犬lll征夫「Johnsj11(9)1446-1451

｢形成外科の父GaspareTagliacozziの生涯と仕事」犬山征夫

『Johns｣11(9)1446-1451

｢杉田玄白門人高峰幸庵について(抄)」津田進三『日本医史

学雑誌」41(2)218-219

｢老年医学を創った人びと橘覚勝先生」金子仁郎「Gel･iatric

Medicine｣33(8)1023-1025

｢先達医家の肖像<61>VincenzvonCzerny(1842-1916)」

酒井シヅ『MedicalDigest｣(337)巻末

｢中国名医外伝1－華侘伝一」今村神鍼「医道の日本」54

(9)148-153

｢中国名医外伝2－扁鵲伝一」今村神鍼「医道の日本」54

(10)164-169

｢中国名医外伝3－孫思敷(孫真人)伝一」今村神鍼『医道

の日本」54(12)164-167

｢維新を生きた津下積斎の生涯」津下健哉『適塾」（28）

34-47

｢先達医家の肖像<62>HenriDunant(1828-1910)」酒井シ

ヅIMedicalDigest｣(338)巻末

｢先達医家の肖像<63>GuillaumeDupllytren」酒井シヅ

『MedicalDigest｣(339)巻末

｢暉峻義等の社会衛生学への傾斜(抄)」三浦豊彦「日本医史

学雑誌』41(2)244-245

｢頭頚部癌に対する遷延分割照射法の先駆者Henri

Coutard」犬山征夫『Johns｣11(3)462-467

｢徳川昭武公の「順天堂入院日誌」をめく、って」中西淳朗

「戸定論叢」(4)88-103

｢徳川昭武公の［順天堂入院日誌］について(第1報)(抄)」

中西淳朗『日本医史学雑誌」41(2)264-265

｢古典あれこれ咽頭癌に対するCombinedlateralpharyngo-

tomyを開発したWilfredTrotter」犬lll征夫『Johns｣11

(12)1862-1867

｢長崎敬明(蓬州)の受けた法橋允免状一補遺一」正信剛二

『医證」（69)4047-4051

｢長崎敬明の法橋允許(印可)状をめく､って」正橋剛二「医

證」(68)4003-4010

｢長崎蓬州の年譜について」正橋剛二『医證」（69)4053-

4060
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｢J.Hunterの実験と死因(抄)」中原泉『日本歯科医史学

會々 誌』20(3)193

｢フィレンツェにナイチンゲールの歴史を求めて」大石杉乃

『綜合看護』30(1)27-32

｢人と時代ヴェルッブルクのレントゲンーx線発見百年」

池田和彦『ミクロスコピア』12(4)258-263

｢資料・金沢医学館卒業生藤井貞為について」寺畑喜朔「北

陸医史」16(1)7-16

｢富士川勝と看護療法」平尾真智子「日本医史学雑誌』41

(2)202-203

｢藤浪鑑先生病症記・葬送記及び追悼文集について」杉立義

一、杉山武敏『日本医史学雑誌」41(2)204-205

｢藤浪鑑先生の医史学的検証」杉立義一『日本癌学会54回総

会記事j47

｢日蘭史断章67さまよえるオランダ人医学教師ファン・デ

ル・ヘーデン」蒲原宏「ウインドミル』（79)22-23

｢先達医家の肖像<59>MoritzBenedikt(1835-1920)」酒井

シヅ『MedicalDigest｣(335)巻末

｢先達医家の肖像<60>HansBerger(1873-1941)」酒井シ

ヅ『MedicalDigest｣(336)巻末

｢マルチェッロ・マルピーギの医学論」伊藤和行「日本医史

学雑誌」41(2)306-307

｢三浦梅園の長崎旅行について(抄)」上濾口武、嶋村昭辰、

内田康也、梶山稔、小林繁『日本歯科医史学會々誌」20

｢永富独哺庵(｢漫遊雑記」一七六三年にみる「狂」の用語に

ついて)」小曽戸明子「日本医史学雑誌』41(2)208-209

｢永冨独哺庵(漫遊雑記)にみる神経症概念について」小曽戸

明子『日本医史学雑誌」41(3)432

｢医療と歴史との接点を求めて華岡青洲のこと」大村敏郎

「医薬の門」35(1)2-5

｢華岡青洲から手術を受けた佐渡の回船問屋の息子の記録

文化10年「海陸道順達日記」から」蒲原宏「新潟県医師会

報」（540)30-33

｢華岡青洲とその業績(その3)」泉雄勝『乳癌の臨床」10(1)

145-149

｢花澤鼎先生資料(抄)」田熊庄三郎「日本歯科医史学會々

誌」21(1)7

｢｢花園天皇震記」に表われる花園天皇の口腔並に顔面の疾

病について」戸出一郎『日本医史学雑誌」41(2)284-285

｢先達医家の肖像<58>JosephFrancoisFelixBabinski

(1857-1932)」酒井シヅ『MedicalDigest｣(334)巻末

｢藺方医術に先駆けた黒田藩医江戸時代から現代へ、歴史

を歩いた原三信」太田正行「FUKUOKASTYLE｣(12)

105-112

｢ハンセン病とダミアン神父」古川明「杉並区医師会雑誌」

(12)135-140

｢ジョン・ハンター再考」栗本宗治「日本医史学雑誌」41

(2)302-303
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41伝記(双）

「医学系の海外留学生(韓国1896-1945)(抄)」苛昌徳「日本

医史学雑誌』41(2)238-239

「江馬家文書世界を生きた人々(抄)」岩崎鐵志『日本医史学

雑誌』41(2)168-174

「三人の玄良と一人の虎章一海軍大軍医奥山虎章について」

深瀬泰旦「慈惠医大小児科教室同窓会会誌』6－22

「和蘭陀医河口家の新らしく判った話」川島恂二「古河市医

師会報」(27)1-4

「三人の玄良と一人の虎章一海軍大軍医奥山虎章(例会抄

録)」深瀬泰旦「日本医史学雑誌」41(3)436

「A.F.Schweigger博士伝の断片ならびにLeibnitzの宣教計

画遂行のための協会について(II)」安田純一「医證」(69)

4061-4066

「神経学の祖-Rombergと川原汎」高橋昭「臨床神経学」

35(12)1313-1321

「アンリ・デュナンとソルフェリーノ」古川明『けんさ」24

(4)19-22

「楢林家と小倉(抄)」上檮口武、藤英俊、児玉淳、嶋村昭辰

福田仁一、向野明甫『日本歯科医史学會々誌」20(3)

219-220

「｢日本聖公会教役者名簿』記載の来日外国人医師について

（抄)」高安伸子『日本医史学雑誌」41(2)232-233

「W.ハーヴィとJSエルショルツ」松木明知「科学医学資料

(3)220-221

｢明治42．6．9『山陰新聞」所載［森軍医総監の演説］につ

いて－矛盾と偽踊の構造一」志田信男「伝承と医学』(12)

31-42

｢衛生学者森鴎外と牛乳」春田三佐夫『ModernMedia｣41

(6)245-249

｢丸山博著「森鴎外と衛生学」をめぐる読書的ノート（下)」

高橋実『医学史研究」(68)246-251

｢山脇東洋の思想」山田慶兒「啓迪」(13)15-25

｢古典あれこれ聴診器の発明者ReneLaennecの生涯と仕

事」犬山征夫nohns｣1l(4)606-611

｢プロフイルWilhemConradRontgen(1845-1923))酒井

シヅ『ClinicalNeurosciencel13(7)124

｢アルブレヒト・フォン・ローレツの研究(2)(抄)」小形利

彦、エリック・ラブル『日本医史学雑誌』41(2)212-213

｢精神科病医アルブレヒト・フォン・ローレツ(抄)」岡田靖

雄『日本医史学雑誌」41(2)210-211

｢魯迅日記における医療(第三報)医療関係者・医療機関補

遺」泉彪之助『福井県立大学看護短期大学部論集」（2）

11-18

｢魯迅医学筆記について」泉彪之助「日本医史学雑誌』41

(2)198-199
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研究』(247)14-16

｢モルヒネと二人の文学者一山本七平と正岡子規の闘病記よ

り－」宮本法子『伝承と医学」(12)44-47

｢山脇一門と小石元俊」小石秀夫『啓迪」(13)34-37

｢山脇家・賀川家交流史考」杉立義一「啓迪」(13)38-45

42伝染病史・防疫史

「雲夢睡虎地秦墓竹簡にみるらい病の診断と法律(抄)」猪飼

祥夫『日本医史学雑誌』41(2)248-249

「ペスト菌発見100年(総説)」大滝紀雄「感染症』25(1)1-4

「20世紀末のペスト禍」五島瑳智子「臨床と微生物」22(1)

76－77

「西洋、中国、日本のジフテリア史素描」中村昭『日本医史

学雑誌」41(3)369-394

「疫痢一その出現と消退、そして再生」深瀬泰旦「川崎市小

児科医会会誌」（27)55-64

「日本の検疫所におけるペスト防疫の歴史」森田秀実『メデ

ィヤサークル」40(1)9-16

43東洋医学史

「中国泌尿器科における中医治療の歴史､現状及び問題点(会

議録)」那彦群「日本泌尿器科学会雑誌」86(1)43

「細野史郎先生年譜」「漢方の臨床』42(12)95-97

「江戸時代前半期における近代医学の受容とわが国の古方派

の医説形成との関連についての一考察」秋葉哲生「漢方の

臨床』42(10)34-44

｢湯本求眞の生涯とその医学」秋葉哲生『漢方の臨床」42

(11)90-100

｢漢代の解剖学」家本誠一「日本医史学雑誌」41(3)428-430

｢中国名医外伝(1)華佗伝」今村隆『医道の日本」54(9)

148-153

｢『素問」・『霊枢」における非医籍からの引用(抄)」岩井佑

泉「日本医史学雑誌」41(2)250-251

｢アーユルヴェーダ（古代インド医学)」上野霄里「アーュ

ルヴェーダ研究」（23-24)37-42

｢現代に生きるアーユルヴェーダ（6）アーユルヴェーダの

治療学総論」上馬場和夫『東洋医学」23(1)43-47

｢中国医学を知るわが国における中国医学の歴史」大塚恭

男『保健の科学」37(1)18-21

｢浅井貞庵「方彙講談」女科・唖科・瘍科(1)～(2)」岡利幸、

山田博一『漢方の臨床」42(4)449-453,589-593

｢吉益東洞顕彰碑広島大学移転の経緯」小川新「漢方の臨

床』42(10)97-100

｢多紀元堅の著述」郭秀梅、真柳誠『漢方の臨床」42(10)

71-79

｢[銭と］は［銭上］の計上(抄)」郭秀梅、岡田研吉「日本医

史学雑誌」41(2)262-263

｢シルクロードを通った外科医術印中医学交流史瞥見」加納

勾

軍
も’己
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｢類聚方の現代的意義(会議録)」斎藤謙一『日本東洋医学雑

誌」45(5)213

｢アジア伝統医学は提唱する」酒井シヅ『ジャパンポスト」

40(3)194-195

｢NaturalBornHealers」酒井シヅ『LookJapan｣41(472)

24-25

｢[八世鳩野宗巴］の医療・福祉実践を通して」坂口寛治

『尚細短期大学研究紀要」(27)141-157

｢インド科学・技術史の研究について」佐藤任「医学史研

究」（68)239-245

｢播桂媚・葵正倫編著「日本漢方医学」に関するノート及び

江戸時代中期の歴史・医文化についての補足〈上>」杉山

広重『漢方の臨床」42(6)60-71

｢播桂媚・葵正倫編著「日本漢方医学」に関するノート及び

江戸時代中期の歴史・医文化についての補足〈下>」杉山

広重『漢方の臨床j42(7)43-53

｢書評・『神農五千年｣」多留淳文「漢方の臨床」42(5)94-95

｢東洋医学の重要史料「スシュルタ本集」を古代インドのサ

ンスクリット原典から初めて日本語に完訳した大地原誠玄

先生(石川県出身)」多留淳文「アーユルヴェーダ研究」

（23-24)83-88

｢中医学と漢方への正しい認識『衷中参西録」の中の中西両

医学の結びつけ方」張明澄『東洋医学」23(8)69-72

｢戦後の国際交流史を語る(1)-(4)」津谷喜一郎「医道の日

喜光『アーユルヴェーダ研究』(23-24)55-61

｢明代の医薬害(その13)」小曽戸洋『現代東洋医学」16(1)

98-101

｢目でみる漢方史料館(80)名医の神農像賛一山脇東洋・畑柳

泰」小曽戸洋「漢方の臨床」42(1)2-4

｢目で見る漢方史料館(81)みつかった福井楓亭の墓碑拓本」

小曽戸洋『漢方の臨床』42(2)2-4

｢目で見る漢方史料館(82)目黒道琢の肖像1m」小曽戸洋「漢

方の臨床」42(3)2-4

｢目でみる漢方史料館(84)山脇東洋の耆跡と処方集」小曽戸

洋『漢方の臨床』42(5)2-8

｢目でみる漢方史料館(87)一栢自筆の『難経抄』」小曽戸洋、

真柳誠「漢方の臨床」42(8)2-8

｢目でみる漢方史料館(88)一栢の研究した熊宗立本「内経」

古抄本」小曽戸洋、真柳誠「漢方の臨床」42(9)2-8

｢目でみる漢方史料館(89)多紀元堅の墨跡」小曽戸洋「漢方

の臨床』42(10)2-8

｢目でみる漢方史料館(90)多紀元堅自筆校訂の『扁鵲倉公伝

彙孜j」小曽戸洋『漢方の臨床」42(11)2-8

｢多紀元堅の呈跡解説」小曽戸洋、町泉寿郎『漢方の臨床』

42(11)85-89

｢月舟寿桂から曲直瀬道三へ『禅本草』をめぐって(抄)」小

曽戸洋、宮川浩也、真抑l1誠「日本医史学雑誌」41(2)

260-261
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川医学会雑誌』22(1)201-203

｢古典を臨床に生かす傷寒論の読み方(24)」三谷和男「東洋

医学」23(8)77-79

｢漢方医学の歴史」矢数圭堂「からだの科学」（増刊)6-10

｢漢方略史年表平成5年(1994)」矢数道明『漢方の臨床」42

(6)94-105

｢日本現代史余話(21)「三浦宗春先生の小伝」を読んで思い

出したこと－石黒忠息の告白」矢数道明『漢方の臨床」42

(10)68-70

｢多紀元堅門人録」矢数道明、小曽戸洋『漢方の臨床』42

(10)80-96

｢北尾春甫著「当壮庵医按」について(抄)」安井広迪「日本

医史学雑誌」41(2)258-259

｢伝統医学の可能性を探る東洋医学に何ができるか現代医

学の歴史的背景と位置」矢田修「東洋医学」23(7-9）

37-41,38-42，39-43

｢ことわざ東洋医学①～③［医は仁術］という語句の起源を

めぐってその一～三」山本徳子「医道の日本」54(7-9）

188-189,196-197,158-159

｢ことわざ東洋医学④杏林」山本徳子『医道の日本」54(10)

174-175

｢ことわざ東洋医学⑤［医は三世]」山本徳子『医道の日本」

54(11)180-181

｢ことわざ東洋医学⑥［薬瞑眩]」山本徳子「医道の日本』

本』54(3-6)138-142,128-136｡166-174,149-155

｢戦後の国際交流史を語る(5)」津谷喜一郎「医道の日本」

54(8)156-161

｢戦後の国際交流史を語るパート2(1)-(3)」津谷喜一郎

『医道の日本」54(9-11)96-105,117-124,124-133

｢伝統医学のデータベース(そのl)NAPRALERT」津谷喜一

郎「現代東洋医学』16(1)108-115

｢三浦宗春先生の小伝」長谷川弥人『漢方の臨床」42(4)89

｢『医心方」にみる古代人の知恵(1)丹波康頼と『医心方｣」

槇佐知子「医道の日本j54(3)136-137

｢『医心方』にみる古代人の知恵(2)モグサの菫法と変った

灸法」槇佐知子『医道の日本」54(4)157-158

｢｢医心方」にみる古代人の知恵(3）灸とツボについて」槇

佐知子「医道の日本」54(5)96-97

｢目で見る漢方史料館(83)新出の曲直瀬道三医書一「医術宣

弁類」（自筆と）『医治通鑑」ほか」松田清「漢方の臨床」

42(4)2-4

｢月でみる漢方史料館(85)唐代の薬価記録一トルファン出土

物価(市佑)文耆」真柳誠『漢方の臨床」42(6)2-8

｢目でみる漢方史料館(86)福井・三崎家の宝蔵品一越前版

『俗解難経』」真柳誠、小曽戸洋「漢方の臨床』42(7)2-7

｢目でみる漢方史料館(91)正倉院の『種々薬帳｣」真柳誠

「漢方の臨床』42(12)2-8

｢やみの医術鵤烏実在から伝説へ(会議録)」真柳誠『神奈

》
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本総合健診医学会誌』21(4)370-376

｢歴史的背景をふまえて肺のDisabilityを考える（会議録)」

梅田博道「日本胸部疾患学会雑誌」33(増刊)63

｢わが国におけるアルコール性肝硬変研究の歴史と現状」奥

平雅彦『肝・胆・膵j30(1)85-95

｢免疫学進展の歴史と現状」香山雅子、上野川修一、石川博

通『Medicina｣32(3)422-428

｢心身医療からみたサイコオンコロジーサイコオンコロ

ジーの歴史と概念」河野博臣「心身医療」7(9)ll49-1155

｢ヘリコバクター・ピロリの発見とその歴史的背景」下山孝、

田村和民、福田能啓『日本医師会雑誌」113(3)323-326

｢内科臨床における心身医療心身医学(心身医療)の歴史的変

遷」末松弘行「Medicina｣3(6)1058-1061

｢血小板と動脈硬化」田中健蔵「日常診療と血液」5(6)818-

820

｢血液型のすべて血液型発見の歴史」遠山博『日'常診療と

血液」5(6)731-734

｢糖尿病学史探訪膵臓の神秘に魅せられた人々(1)」二宮陸

雄「DiabetesJournal(糖尿病と代謝)j23(1)28-31

｢成人病研究における分子生物学の歴史と臨床応用」浜口秀

夫『臨床成人病」25(1)13-16

｢血友病の歴史」藤巻道男『BiomedicalPerspectives｣4(2)

135-140

｢肝炎ウイルス検索の歴史」三代俊治、真弓,忠『肝・胆。

54(12)176-177

｢中国名医の足跡(22)金元四大学説を補足した先哲項きん」

吉田荘人「東洋医学」23(1)110-lll

｢中国名医の足跡(23)新奇な名医葛乾孫」吉田荘人「東洋

医学」23(2)105-108

｢中国名医の足跡(24)滋陰学派の伝承者盛寅」吉田荘人

「東洋医学」23(3)102-104

｢中国名医の足跡医療の普及に努めた先哲陳念祖」吉田荘

人『東洋医学」23(9)77-79

｢中国名医の足跡薬用植物の大家趙学敏」吉田荘人「東洋

医学」23(8)87-88

｢中国医学と道教(xvl･西遊記)(抄)」吉元昭治『日本医史

学雑誌」41(2)246-247

｢藤原京出土の木簡の薬物の意義とロマントピア藤原京の薬

草園」渡邊武『漢方の臨床』42(6)86-93

（
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吟
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44内科学

「胄腸内分泌学：歴史的展望(会議録)(英文)｣DebasHaile

T.「日本消化器外科学会雑誌」28(2)225

「本邦最初の血液学書入沢達吉墓訳『血液病理学及図譜」に

ついて(抄)」会田恵「日本医史学雑誌」41(2)266-267

「チエーンーストークス呼吸の歴史的背景」有田秀穗『呼吸

と循環』43(5)425-429

「日本における総合健診の歴史と現況(会議録)」岩塚徹「日

い
［
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52法医学史

「開拓使御雇エルドリッジの医学政事科講義」小関恒雄『犯

罪学雑誌」61(5)187-191

膵」30(1)29-39

｢MRSA感染症の歴史的推移」渡辺敏、他「日本消化器外科

学会雑誌」28(6)1474

④
［
ぬ

53法医学史

「北米放射線学会の歴史(年代記-9)」乙供通則、竹川鉦一、

菅原耕、他『青森労災病院医誌」5(1)26-34

「癌放射線療法放射線治療の歴史」阿部光幸『癌の臨床」

別冊?3-]］

「古典あれこれScheierとX線」飯沼壽孝『Johnsjll(7)

1032-1033

「我国医学界初のx線実験臨床講義者・丸茂文良(例会)」唐

沢信安『日本医史学雑誌」41(3)437-438

「北海道部会50年の歴史と将来展望放射線画像解析に於ける

QuantumJump」菊池務「北海道放射線技術雑誌」(55)

103-112

「放射線診療の基礎子宮頸癌放射線治療の歴史」久保田進

II臨床放射線」40(3)365-367

「北海道部会50年の歴史と将来展望CT、MRIによる臨床画

像への影響撮る時代から創る時代へ」坂田元道『北海道放

射線技術雑誌」(55)99-102

「核開発の歴史と環境放射能汚染」角田道生「医学評論」

(95)11-15

「北海道部会50年の歴史と将来展望回想放射線技術研究の

45皮層科史

「DermatologicMoulageinJapan｣IMAIZUMI,Takashi/

NAGATOYA,YoujiIInternationalJournaloIDermatology』

34(11)817-821

「フランスのムラージュ(蝋製皮膚病模型)について(抄)」今

泉孝「日本医史学雑誌」41(2)300-301

「VonDemGrauBisZunlBuntG.A.Rostの登場」上野賢一

『皮膚科の臨床』37(1)85-87 ｃ
と
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46泌尿器科史

「長崎浩斎筆「味噌欺録」と［淋石］（抄)」寺畑喜朔『日本

医史学雑誌」41(2)216-217

「中国泌尿器科における中医治療の歴史、現状及び問題点

（会議録)」那彦群『日本泌尿器科学会雑誌」86(1)43

47病院学

「｢横浜軍陣病院」の歴史地理学的再検討」中西淳朗『神奈

川医学会雑誌」22(1)9-16

「有志共立という思想慈恵医大創立の思想」松田誠『東京

慈恵会医科大学雑誌」110(2)297-312



主題と変遷その動機･原因の分析」冨樫健『北海道放射線

技術雑誌」（55)75-83

｢北海道部会50年の歴史と将来展望RI画像におけるディジ

タルフィルタ」花田博之「北海道放射線技術雑誌』（55）

91-97

｢北海道部会50年の歴史と将来展望放射線治療機の高エネ

ルギー化に伴って派生した問題点とその解決中性子発生に

起因する諸問題を中心として」山口成厚『北海道放射線技

術雑誌」（55)85-90

｢シリーズ：レントゲンx線発見から一世紀レントケン以前

にX線を発生させた人々」山崎岐男「日独医報』40(2)
T4､行1．，ハ

ーL凸、一ltjO

｢智児曼斯(チルマンス)氏外科総論にみられる麻酔的事項

（抄)」石橋肇、佐久間優、渋谷鉱、吉井鐺、山口秀紀、谷

津三雄「日本歯科医史学會々 誌」20(3)208-209

｢バランス麻酔の過去カクテル麻酔について」久保田行男、

豊田芳郎『麻酔」44(増刊)147-148

｢バランス麻酔の過去(NLA)」古賀義久『麻酔」44(増刊）

144-146

｢バランス麻酔の過去NLA出現以前」土肥修司『麻酔」44

（増刊)141-143

57薬学史

「ヨーロッパ、日本、米匡lにおける薬学および薬業発達の相

違歴史的概観と今後の展望」GoetzWolIgang(ドイツ）

『薬史学雑誌』30(1)11-17

「明治の売薬と新聞雑誌(第1報)明治初期の新聞売薬広告と

その影響」天野宏、川淵美奈子、尾花良枝、杉原正泰「薬

史学雑誌」30(2)134

「ハンガリー医薬文化史の旅」石田純郎「薬史学雑誌」30

(1)54-60

「｢ウルユス弘方心得苦」を読む(1)」岩井鉱治郎、野尻佳代

子、青木充夫「医学史研究」（68)236-238

「ヨーロッパ、日本、米国における薬学および薬業発達の相

違一歴史的概観と今後の展望一」ウォルフガンク・ゲッツ

『薬史学雑誌」30(1)11-17
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54本草学史・博物学史

「薬品会・物産会年表」磯野直秀「科学医学資料研究」

(247)6-14

「蘇頌と『図経本草』（抄)」王少麗「日本医史学雑誌」41

(2)254-255

「キニホフ『植物引葉図譜」について」河村典久「慾斎研究

会だより」（69)2-7

55麻酔学史

「麻酔学書誌学的研究(抄)」石橋肇、浩合俊輔、渋谷鉱、谷

津三雄『日本歯科医史学會々 誌」21(1)30-31

『
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｢近世中医学における白内障分類とその治療」大江英明、播

磨章一、久保道徳『薬史学雑誌」30(2)125-133

「ドリンク剤に関する楽史学的研究一特にドリンク剤の起源

とその市場形成について－」大江英明、播磨章一、松本仁

人『薬史学雑誌」30(1)36-45

｢処方せんの頭耆Rについて」大橋清信『薬史学雑誌」30

(2)91-95

｢『尾州薬園濫膓録」について」後藤尚夫、山口茂治、田中

俊弘『薬史学雑誌』30(1)18-24

｢日本の薬学戦後50年史薬学情報」長山泰介「薬史学雑誌」

30(2)71-74

｢日本の薬学戦後50年史分析化学」南原利夫『薬史学雑誌』

30(2)66-70

｢｢耳嚢』所載の民間療法に用いられた薬物の研究」浜田善

利『薬史学雑誌」30(1)46-53

｢｢元禄世間咄風聞集」所載の医薬学関連の咄(抄)」浜田善

利「日本医史学雑誌」41(2)190-191

｢古典あれこれコカインの盛衰」廣瀬肇「Johns｣1l(5)

748-751

｢中国l1世紀以前の桂類薬物と薬名一林億らは仲景医書の桂

類薬名を桂枝に統一した－」真柳誠『薬史学雑誌j30(2)

96-115

｢補中益気湯の歴史」真柳誠「現代東洋医学」16(4)501-507

｢シーボルトの処方集(1)」宮lll奇正夫『薬史学雑誌」30(2)

ll6-l24

｢日本薬局方に見られた向精神・神経薬の変遷(その8)バル

ビタール系催眠鎮静剤の日本薬局方(JP)への採用と規格・

試験法の変遷」柳沢渭久、山田光男、松本仁人『薬史学雑

誌」30(1)36-45

｢医薬科学技術の近現代史素描(3)19世紀の後半から第二次

世界大戦まで」山川浩司『薬史学雑誌」30(1)1-10

｢医薬科学技術の近現代史素描(4)第二次世界対戦後の50年」

山川浩司『薬史学雑誌』30(2)75-90

｢緒方洪庵の薬箱とその生薬「莨根(ろうこん)」について」

米田該典、他『日本生薬学会42回年会講演要旨集」232

⑭
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「蘭学の背景(美作の場合)Ⅸ－X」下山純正「津山洋学資料

館』(26)8-10

「藺耆『胡献賢私嵜永』（ウーヘンスコール）の挿図銅版画

と司馬江漢」菅野陽『論集日本の洋学」(3)71-96

「｢蘭害胡賢私司永」（ウーヘンスコール）の挿図銅板画と司

馬江漢」菅野陽『論集日本の洋学Ⅲ』

「備前藩閾方医山川正朔のイギリス艦長との応接」中山沃

『洋学資料による日本文化史の研究」(8)1-17

「『紅毛医術聞耆』にみる合田大介のカンケル論」長与健夫

『日本医史学雑誌」41(3)395-402

「十七世紀の平戸・出島藺館の医薬関係者について」ヴオル



｢古典あれこれ手話の変遷」貝塚1光『Johns｣11(11)1732-

1736

｢犯罪被害者の精神的援助について犯罪により心的外傷を受

けた被害者への援助の研究の歴史と実践」小西聖子『犯罪

学雑誌」61(3)108-121

｢今月の誌上ギャラリー知識だけの医師」酒井シヅ「循環

科学』15(1)巻末

｢今月の誌上ギャラリーオイディプスとスフィンクスの問

答」酒井シヅ『循環科学」15(2)巻末

｢今月の誌上ギャラリーウロスコピー(尿検査)」酒井シヅ

『循環科学』15(3)巻末

｢今月の誌上ギャラリー新薬」酒井シヅ『循環科学」15(4)

巻末

｢今月の誌上ギャラリー潟血と十二宮図」酒井シヅ「循環

科学』15(5)巻末

｢今月の誌上ギャラリー17世紀の「医師｣」酒井シヅ『循環

科学」15(6)巻末

｢今月の誌上ギャラリー19世紀初めの治療．濾血」酒井シ

ヅ「循環科学」15(7)巻末

｢今月の誌上ギャラリー17世紀のオランダの往診」酒井シ

ヅ『循環科学」15(8)巻末

｢今月の誌上ギャラリー医者と厄介な患者」酒井シヅ『循

環科学」15(9)巻末

｢今月の誌上ギャラリー偏頭痛」酒井シヅ「循環科学」15

フガング・ミヒエル「日本医史学雑誌』41(3)403-420

60検査

「エンザイムイムノアッセイ概論その歴史と現状と将来」河

合忠「日本臨床」53(9)2101-2106

「臨床検査という言葉の発祥と内容の史的推移一特に臨床検

査技師の発展との関連について(抄)」谷島清郎『日本医史

学雑誌」41(2)268-269

「検査技師の歴史」田畑勝好「健康人間学」(7)26-30

6 1その他

「対談人間探訪一偉人たちの生と死一第1回チャールズ・

チャップリンと血管障害」淀川長治、酒井シヅ「ライフ

ェ」(1)1-3

「対談人間探訪一偉人たちの生と死一第2回徳川家康と健

康管理」綱淵謙錠、酒井シヅ『ライフエ」(2)1-3

「対談人間探訪一偉人たちの生と死一第3回レオナルド・

ダ．ヴインチと脳卒中」石ノ森章太郎、酒井シヅ『ライフ

エ」(3)1-3

「対談人間探訪一偉人たちの生と死一第4回（日本のシ

ェークスピア)河竹黙阿彌と脳溢血」井上ひさし、酒井シ

ヅ『ライフエ」(4)1-3

「医療関連資料(史料)の現状と問題点(抄)」網野豊、酒井シ

ヅ『日本医史学雑誌」41(2)270-271

（
つ
ト
［
）

つ
［
一



｢関干同意成立中国中医薬学会中医薬史分会的批復」中国中

医薬学会「中華医史雑誌」25(1)6

｢中華医学会医史学会第九届委員会六年工作簡報」李経緯

「中華医史雑誌』25(1)7-9

｢第1l届全国医史学術会議及「両会」会議紀要」朱建平「中

華医史雑誌」25(1)10-ll

｢中華医学会医史学会第十届委員会豐中国中医薬学会中医薬

史分会第一届委員会名単」「中華医史雑誌」25(1)11

｢試論中国近代医学的文化背景・特点与趨勢」甑志亜「中華

医史雑誌」25(1)12-18

｢梁漱漠創辨山東郡平県郷村衛生事業概述」郭洪涛「中華医

史雑誌」25(1)19-24

『内経運気要旨論」小考」張宗棟「中華医史雑誌』25(1)24

｢i折江広済医院与省立医薬専科学校史略」朱徳明「中華医史

雑誌」25(1)25-29

｢明清時期新安薬店及其医薬学作用」童光東・劉惠玲『中華

医史雑誌』25(1)30-34

｢中国古代導尿術応用史略」杜勇『中華医史雑誌」25(1)

35－37

｢貝母薬用歴史及品種考察」尚志鉤・劉曉龍『中華医史雑

誌』25(1)38-42

｢浅述蒙医浸泡療法之発展」策・財吉拉胡「中華医史雑誌」

25(1)43-45

｢敦埋吐魯番出土古本五臓論的考察」王淑民・鹿莎莎『中華

(10)巻末

｢今月の誌上ギャラリーモンゴルの相撲」酒井シヅ『循環

科学」15(11)巻末

｢今月の誌上ギャラリービザンチン医学の処方集」酒井シ

ヅ「循環科学」15(12)巻末

｢新幹線の発音は[1ink9n負｡n]か－学術語のカタカナ書きについ

て－(抄)」柴田幸雄『日本医史学雑誌』41(2)276-277

｢｢古事記の文化人類学』余聞仁徳期にみえる枯野はメタセ

コイアか？（抄)」杉本茂春「日本歯科医史学會々誌」21

(1)10-11

｢[みる］ための画像と［みせる］ための画像(抄)」高比良

英輔「日本医史学雑誌」41(2)274-275

｢長屋王家木簡の醤・味津請求文書一『葛氏方」との関連か

ら」東野浩之「日本医史学雑誌」41(1)ll3-ll9

｢敗戦・陸軍少佐青酸自殺・救命処置・蘇生(抄)」中室嘉祐

「日本医史学雑誌」41(2)290-291

｢A，F.Schweigger博士伝の断片ならびにLeibnitzの宣教

計画遂行のための協会について(1)」安田純一「医證」

(68)4011-4017

｢医薬と文明」山川浩司『化学と工業」48(1)14-16

、
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62中国語文献（北里研究所東医研医史学研究部担当）

「中華医学会80年発展歴程」陳情森『中華医史雑誌」25（1）
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鉤・劉大培「中華医史雑誌」25(2)94

｢清代医官考試及題例」張鴻声『中華医史雑誌」25(2)95-96

｢扁鵲墓廟研究」曹東義・郭双庚・王振瑞等『中華医史雑

誌」25(2)97-101

｢釈馬王堆医書中的『操」『蝶」張顕成I中華医史雑誌」25

(2)101

｢桐族予防医学思想初探」龍運光『中華医史雑誌」25(2)

102-105

｢陳海峰与『中国衛生保健史｣」朱潮『中華医史雑誌」25(2)

106－107

｢中薬注射液創製考源」施懐生・)馬俊蝉『中華医史雑誌」25

(2)107

｢万全生平若干史事考」毛徳華「中華医史雑誌」25(2)

108-110

｢｢丹渓心法」及朱氏相関著作考」劉時覚「中華医史雑誌」

25(2)lll-113

｢『難経」作者之我見」張瑞麟「中華医史雑誌」25(2)

ll4-ll6

｢19世紀前半期的医学」程之範『中華医史雑誌」25(2)

ll7-122

｢維爾康医史研究所簡況」馬堪温「中華医史雑誌」25(2)

123-126

｢中国近代西医婦科学史」藷温温「中華医史雑誌」25(3)

129-133

医史雑誌』25(1)46-51

｢｢走街会心録」与清初間台走街医学」李文旭「中華医史雑

誌』25(1)52-54

｢18世紀的医学」程之範「中華医史雑誌」25(1)55-61

｢陳文中生卒年与『小児病槻方論」的成書年代」朱錦善「中

華医史雑誌」25(1)61

｢評介「自然科学発展大事記・医学巻｣」余偏藷『中華医史

雑誌」25(1)62-63

｢台湾早期之教会医学」高田・吟鴻潜「中華医史雑誌」25

(2)65-73

｢銘在医学上的応用簡史」陳虹・蒲朝爆『中華医史雑誌』25

(2)74-76

｢120年来中国衛生検疫」楊上池『中華医史雑誌」25(2)

77-82

｢近代西洋医学伝入烟台概述」楊華祥・田文・劉運祥「中華

医史雑誌」25(2)83-85

｢麻風第一方考」李牧「中華医史雑誌」25(2)85

｢保定医学堂的初創」i馬志平『中華医史雑誌」25(2)86-88

｢試論傷寒学研究之歴史分期」万暁剛『中華医史雑誌」25

(2)89-91

｢日本最早研究X射線者」部丹「中華医史雑誌」25(2)91

｢明代『傷寒論」研究対後世的影響」欧陽兵「中華医史雑

誌」25(2)92-94

｢張存恵重修『政和本草」所題『己酉」年代的討論」尚志
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｢我国医薬郵品与医事活動」朱定華「中華医史雑誌」25(3)

134-138

｢中国的人痘接種術是現代免疫学的先駆」馬伯英「中華医史

雑誌』25(3)139-144

｢｢肘後備急方」対針灸学的貢献」白純『中華医史雑誌」25

(3)144

｢胆石症的歴史」甑榿「中華医史雑誌」25(3)145-149

｢遼代医学」黄震雲「中華医史雑誌」25(3)150-153

｢推動仏国両次針灸浪潮的歴史人物」車離「中華医史雑誌」

25(3)154-156

｢敦‘崖遺書中的耳穴与耳孔灸法」張儂『中華医史雑誌」25

(3)156

｢独国医学院校的医史学科古今談」独・UnschuldPU『中

華医史雑誌』25(3)157-160

｢哲人其萎功業永存一悼溝通中西文化的架橋人李約碁博

士」馬堪温『中華医史雑誌」25(3)161-162

｢回憶李約募博士」程之範「中華医史雑誌」25(3)163-164

｢西晋創設「医署」考論」梁11愛『中華医史雑誌」25(3)164

｢徐霊胎世系及相関問題考証」呉国良「中華医史雑誌」25

(3)165-168

｢龍定国考」史世勤『中華医史雑誌」25(3)169-170

｢新安医家呉亦鼎小考」沈暁明『中華医史雑誌』25(3)170

｢許叔微「仲景三十六種脈法図』考」張同君「中華医史雑

誌」25(3)171-174

｢｢新彫孫真人千金方」考略」蘇礼『中華医史雑誌」25(3)

175-178

｢張従正祖籍考」張反修・劉王海『中華医史雑誌」25(3)178

｢就西漢無心属火説等問題答質疑」田樹仁・王建中「中華医

史雑誌」25(3)179-182

｢19世紀後半期的医学」程之範「中華医史雑誌」25(3)

183-189

｢独国慕尼黒大学医史研究所簡介」盧亜麗・独・VolkmarB

「中華医史雑誌」25(3)190-192

｢亜細安（東盟）国家中的中医薬組織」新加波・王平「中華

医史雑誌」25(3)封三

｢小亜細亜古国法律与法医学」責靜涛『中華医史雑誌」25

(4)193-198

｢舌脈診法考」新世英「中華医史雑誌」25(4)199-203

｢中国近代西医産科学史」請温温『中華医史雑誌」25(4)

204-210

｢基督教在河南省的伝播与西方医学的伝入」毛光騨「中華医

史雑誌」25(4)211-215

｢毒物在我国古代軍事上的応用」襲純「中華医史雑誌」25

(4)216-218

｢日本擦台時期的医学（上)」Ⅱ合鴻潜・高田「中華医史雑誌」

25(4)219-224

｢19世紀独国医学教育的改革」祁恩恩『中華医史雑誌」25

(4)224
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｢海南省人民医院110年史記」林詩泉・林書勇『中華医史雑

誌」25(4)225-228

｢清代医家賊達徳生平考略」王振国『中華医史雑誌」25(4)

228

｢従脚気病諭魏晋南北朝印度医学之伝入」萢家偉「中華医史

雑誌j25(4)229-232

｢蔵医妊娠学説的来源」李勤瑛「中華医史雑誌」25(4)
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